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観光交流拠点
全体配置計画・ 芝生広場

・ 仮設ステージ設置
 スペース
・ 遊歩道、樹木など

イベント広場

・小型車駐車マス
・ 広場
 （混雑時駐車場）
 （※将来展開時用地）

将来構想ゾーン

・ 小型車駐車マス
・ 身障者駐車マス

駐車場ゾーン①

・ 観光交流拠点施設
 （直売所棟、
 　屋外トイレ棟、
 　　　休憩交流棟）
・ イベントスペース

直売所ゾーン

・ 小型車駐車マス
・ 大型車駐車マス
・ 身障者用駐車マス
・ 植込、植樹など

駐車場ゾーン②

・ 小庭園、花壇
・ 植樹、植栽
・ 遊歩道など

自然体験ゾーン①

・ 広場
 （混雑時駐車場）
・ 植樹、植栽など

自然体験ゾーン②

（別途検討）
川の駅ゾーン

・ 屋外遊具
・ 既存樹木、遊歩道
・ 水遊び場、
 せせらぎなど

憩いの広場

雁木通りに連続して
明確な誘客動線を確保

イベント時
出店スペース

直売所棟

屋外トイレ棟

休憩交流棟

既
存
施
設
補
修
・
改
修

花壇、植栽、
モニュメント、
シンボル、サイン

　

合
併
後
の
市
の
魅
力
や
情
報
を

一
元
的
に
取
り
扱
い
、
継
続
し
て

提
供
・
発
信
・
交
流
す
る
場
の
創

設
と
基
盤
づ
く
り
を
図
り
、
今
泉

博
物
館
の
利
用
活
性
化
と
有
効
活

用
に
向
け
て
、
観
光
交
流
拠
点
整

備
事
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
新
た
な
拠
点
の
設
営
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
泉
博
物
館
を
観
光
交
流
拠
点

と
し
て
整
備
・
再
生
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、「
休
憩
機
能
」、「
情

報
発
信
機
能
」、「
地
域
連
携
機
能
」

を
あ
わ
せ
持
つ
、
複
合
多
機
能
の

「
道
の
駅
」
と
し
て
24
年
度
中
に

開
設
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
施
設

建
設
と
登
録
申
請
を
行
う
計
画
で

す
。

　

震
災
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す

が
、
事
態
の
推
移
を
注
視
し
つ
つ
、

地
域
の
産
業
振
興
と
市
内
初
の

「
道
の
駅
」
開
設
を
目
指
し
、
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

南魚沼の観光・交流の拠点整備
⃝問合せ　商工観光課　商工振興班　☎773−6665
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今
回
の
施
設
整
備
は
、
20
年
を

経
過
し
た
博
物
館
建
物
の
補
修
・

改
修
と
、
施
設
全
体
の
観
光
・
交

流
の
拠
点
化
に
向
け
た
「
基
盤
整

備
」
が
メ
イ
ン
で
す
。

　

当
初
、
想
定
し
て
い
た
機
能
や
、

整
備
内
容
の
す
べ
て
を
一
度
に
実

現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
引

き
続
き
検
討
・
対
応
す
べ
き
課
題

も
あ
り
ま
す
。「
公
の
施
設
」
と

し
て
行
政
が
整
備
す
べ
き
部
分
と
、

今
後
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
地
域

の
組
織
・
団
体
な
ど
の
皆
さ
ま
か

ら
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

新
た
な
展
開
を
図
る
べ
き
部
分
が

あ
り
ま
す
。

　

配
置
計
画
に
お
い
て
も
「
将
来

構
想
ゾ
ー
ン
」
を
設
け
て
あ
り
ま

す
が
、
今
回
の
基
盤
整
備
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
々
が
こ
の
場
所
を
自

ら
の
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

観
光
・
地
域
資
源
の
Ｐ
Ｒ
や
更
な

る
発
展
に
向
け
て
、
主
体
的
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

施
設
整
備
の
後
も
、
継
続
し
て

将
来
展
開
や
構
想
・
展
望
に
つ
い

て
、
市
を
含
む
関
係
の
組
織
・
団

体
な
ど
が
継
続
し
て
協
議
・
検
討

を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
ど
を
配
置
し
ま
す
。

自
然
体
験
ゾ
ー
ン
②

　

博
物
館
裏
手
か
ら
敷
地
南
側
に

配
置
。
平
坦
な
広
場
、
植
樹
な
ど

に
よ
り
景
観
を
整
備
し
ま
す
。

（
ピ
ー
ク
時
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

に
は
臨
時
駐
車
場
な
ど
の
活
用
も

想
定
）

駐
車
場
ゾ
ー
ン
①

　

既
存
駐
車
場
を
活
用
。
直
売
所

ゾ
ー
ン
正
面
に
必
要
な
駐
車
マ
ス

を
確
保
し
ま
す
。

駐
車
場
ゾ
ー
ン
②

　

博
物
館
建
物
正
面
ア
プ
ロ
ー
チ

周
辺
に
一
定
数
の
駐
車
マ
ス
を
確

保
し
ま
す
。

将
来
構
想
ゾ
ー
ン

　

敷
地
北
東
側
に
配
置
。
今
回
の

基
盤
整
備
の
後
、
将
来
的
に
新
た

な
展
開
が
可
能
な
場
所
と
し
て
整

備
し
ま
す
。（
ピ
ー
ク
時
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
に
は
臨
時
駐
車
場
な

ど
の
活
用
も
想
定
）

⃝
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

23
年
度
に
必
要
な
施
設
整
備
を

完
了
し
、24
年
度
中
に
「
道
の
駅
」

と
し
て
登
録
・
開
設
す
る
こ
と
を

基
本
に
、
関
係
機
関
・
団
体
な
ど

と
の
調
整
を
進
め
ま
す
。
詳
細
は

決
ま
り
次
第
、
市
報
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

博
物
館
建
物
の
補
修
・

改
修
に
よ
り
新
機
能
を
追
加

　

収
蔵
・
展
示
方
針
を
一
か
ら
見

直
し
、
何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
親

し
み
や
す
い
施
設
に
し
ま
す
。

◦�

補
修
（
屋
根
塗
装
、
経
年
劣
化

箇
所
）

◦�

改
修
（
多
機
能
化
部
分
、
空
調

入
替
な
ど
）

⃝
全
体
配
置
計
画

直
売
所
ゾ
ー
ン

　

観
光
交
流
拠
点
施
設
（
直
売
所

な
ど
）
を
、
施
設
全
体
の
中
央
に

配
置
。
既
存
施
設
で
あ
る
博
物
館

建
物
の
正
面
玄
関
、
団
体
用
玄
関

と
の
間
に
誘
客
の
た
め
の
動
線
を

確
保
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
広
場

　

敷
地
南
西
側
に
配
置
。
平
坦
な

芝
生
広
場
、
仮
設
ス
テ
ー
ジ
設
置

ス
ペ
ー
ス
、
樹
木
、
遊
歩
道
な
ど

で
構
成
し
ま
す
。

憩
い
の
広
場

　

イ
ベ
ン
ト
広
場
に
隣
接
し
、
博

物
館
常
設
展
示
室
前
に
配
置
。
子

ど
も
の
水
遊
び
場
、
遊
具
、
既
存

樹
木
に
よ
る
緑
地
帯
な
ど
で
構
成

し
ま
す
。

自
然
体
験
ゾ
ー
ン
①

　

敷
地
東
側
か
ら
博
物
館
裏
手
に

配
置
。
植
樹
、
植
栽
が
可
能
と
な

る
よ
う
敷
地
を
整
備
し
、
遊
歩
道

施
設
整
備
基
本
計
画

（
要
旨
）

　

施
設
整
備
の
実
現
に
向
け
て
、

内
容
の
具
体
化
や
、
設
計
・
施
工

の
指
針
と
す
る
た
め
の
検
討
、
方

針
な
ど
の
整
理
・
設
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

⃝
施
設
整
備
の
概
要

農
産
物
・
特
産
品
直
売
所

　
「
道
の
駅
」
登
録
申
請
を
前
提

と
し
て
、
要
件
に
合
っ
た
施
設
整

備
を
行
い
ま
す
。「
森
林
整
備
加

速
化
・
林
業
再
生
事
業
補
助
金
」

の
活
用
に
よ
り
、
県
産
材
の
越
後

杉
ブ
ラ
ン
ド
材
を
積
極
的
に
使
用

し
、
木
の
ぬ
く
も
り
や
香
り
を
感

じ
ら
れ
る
施
設
に
し
ま
す
。

◦
延
床
面
積

�

　
約
6
1
3
平
方
メ
ー
ト
ル

◦
構
造　
木
造
平
屋
建
3
棟

　

�（
直
売
所
棟
1
、
屋
外
ト
イ
レ

棟
1
、
休
憩
交
流
棟
1
）

敷
地
の
公
園
化
や

外
構
な
ど
の
周
辺
環
境

　

家
族
連
れ
や
高
齢
者
な
ど
の
来

訪
者
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
環
境
に
整
備
し
ま
す
。

◦�

イ
ベ
ン
ト
広
場
、
憩
い
の
広
場
、

自
然
体
験
ゾ
ー
ン
、
駐
車
場
な

ど

　

地
域
や
博
物
館
と
の
関
係
が
深

く
、
事
業
推
進
の
基
幹
と
な
る
組

織
・
団
体
で
構
成
す
る
「
観
光
交

流
拠
点
整
備
推
進
協
議
会
」
を
中

心
に
原
案
を
ま
と
め
、
昨
年
6
月

に
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

推
進
協
議
会
で
は
そ
の
後
も
、

施
設
整
備
と
管
理
運
営
の
課
題
に

つ
い
て
継
続
し
て
協
議
・
検
討
を

進
め
、
21
年
12
月
の
設
立
か
ら
今

年
2
月
末
ま
で
に
、
13
回
の
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

10
月
に
は
「
農
産
物
・
特
産
品
部

会
」
と
「
館
内
改
善
部
会
」
を
設

置
し
、
設
置
以
降
、
各
5
回
の
部

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
指
針
・
方
針
な
ど
を
取

り
ま
と
め
た
結
果
と
し
て
、
今
年

3
月
「
観
光
交
流
拠
点�

施
設
整

備
基
本
計
画
・
管
理
運
営
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
（
基
本
計
画
は
商
工
観
光
課
、

市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧

で
き
ま
す
）

　

整
備
後
の
管
理
運
営
に
関
す
る

詳
細
計
画
の
立
案
や
、
組
織
体
制

の
確
立
に
向
け
て
、
今
後
も
引
き

続
き
協
議
を
進
め
ま
す
。

施
設
整
備
・
管
理
運
営

の
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
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で
す
。（
締
切
り
5
月
10
日
）

▼��

出
荷
者
を
募
集
し
、
生
産
者
組

織
を
設
立
し
ま
す

　

指
定
管
理
者
の
決
定
後
、
直
売

所
の
開
設
に
向
け
、
農
産
物
な
ど

を
出
荷
し
て
い
た
だ
け
る
生
産
者

の
方
々
を
募
集
し
ま
す
。

▼��

特
産
品
協
会
と
の
連
携
を
進
め

ま
す

　

市
報
4
月
1
日
号（
21
ペ
ー
ジ
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
南
魚
沼

市
特
産
品
協
会
」
の
設
立
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡
大
に
向
け
、
連
携

を
進
め
ま
す
。

▼�

愛
称
を
募
集
し
ま
す

　

施
設
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
直
売
所
や
公
園
・
広

場
な
ど
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

▼��

「
道
の
駅
」
駅
長
候
補
を
募
集

し
ま
す

　

市
の
構
想
・
計
画
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
中
心
と
な
っ
て
施
設
運
営

に
尽
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

▼��

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
施

設
運
営
に
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す

　

整
備
後
の
運
営
は
、
地
域
の
方

と
の
交
流
や
協
力
関
係
が
不
可
欠

で
す
。
施
設
の
維
持
・
向
上
に
協

力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
振
興
と
地
場
産
業
の
活
性

化
を
推
進
す
る

　

基
本
計
画
で
は
、
現
在
の
「
観

光
交
流
拠
点
整
備
推
進
協
議
会
」

を
母
体
と
し
て
、
市
や
指
定
管
理

者
な
ど
を
含
む
新
た
な
協
議
会
を

設
け
、
各
部
門
間
の
連
絡
・
調
整

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

商
業
部
門
・
公
共
部
門
の
管
理

運
営
に
対
す
る
助
言
・
提
案
を
行

い
、
連
携
の
促
進
に
よ
り
、
施
設

全
体
の
継
続
的
な
維
持
・
向
上
に

繋
げ
ま
す
。
協
議
会
に
は
事
務
局

長
を
配
置
し
、「
道
の
駅
」
の
駅

長
と
し
て
、
全
体
的
な
視
点
で
の

維
持
管
理
や
利
活
用
の
推
進
、
Ｐ

Ｒ
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
他
駅
と
の

交
流
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
観
光
交
流
拠
点
の
「
顔
」
と

し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

⃝
今
年
度
の
取
り
組
み

　

工
事
を
進
め
な
が
ら
、
次
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に

は
随
時
、
市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼�

直
売
所
の
指
定
管
理
者
を
募
集

し
て
い
ま
す

　

市
報
4
月
15
日
号（
6
ペ
ー
ジ
）

に
募
集
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

直
売
所
の
指
定
管
理
者
を
募
集
中

上
に
貢
献
す
る

◦�

食
と
農
に
関
わ
る
文
化
の
発

展
・
継
承
に
貢
献
す
る
こ
と
を

念
頭
に
、
消
費
者
の
理
解
と
支

持
を
高
め「
消
費
者
と
の
共
生
」

を
推
進
す
る

公
共
部
門

◦�

博
物
館
建
物
、
周
辺
環
境
（
公

園
的
要
素
、
駐
車
場
な
ど
）

　

市
と
広
域
観
光
圏
に
お
け
る
観

光
・
交
流
の
拠
点
と
し
て
位
置
付

け
、
市
に
よ
る
管
理
運
営
を
基
本

と
し
つ
つ
、
施
設
管
理
・
事
業
運

営
業
務
の
一
部
委
託
ま
た
は
全
部

委
託
（
指
定
管
理
）
に
つ
い
て
、

継
続
し
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

⃝
運
営
の
基
本
理
念

◦�

南
魚
沼
市
と
広
域
観
光
圏
に
お

け
る
「
観
光
・
交
流
」
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
る

◦�
多
様
な
地
域
情
報
・
観
光
情
報

を
積
極
的
に
受
発
信
す
る

◦�
市
民
と
来
訪
者
と
の
交
流
促
進

を
図
る

◦�

商
業
部
門
と
連
携
し
、
良
好
な

施
設
維
持
管
理
と
一
体
的
な
事

業
運
営
に
向
け
た
相
互
支
援
・

協
力
体
制
の
も
と
、
共
に
「
観

光
交
流
拠
点
＝
道
の
駅
」
を
構

成
す
る

◦�

観
光
誘
客
と
産
業
振
興
の
拠
点

創
出
を
目
指
し
、
産
業
間
の
連

携
に
向
け
た
基
盤
整
備
を
図
り
、

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
体
的
な

事
業
展
開
の
た
め
に
も
、
施
設
全

体
を
一
つ
の
主
体
が
管
理
運
営
す

る
方
向
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
収
蔵
・
展
示
の
機
能

を
有
す
る
既
存
施
設
と
、
農
産
物

販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
民
間
的
な
経

営
感
覚
が
求
め
ら
れ
る
直
売
所
と

い
う
、
異
な
る
業
務
分
野
で
あ
り
、

整
理
や
関
連
付
け
が
困
難
で
あ
る

た
め
、
当
面
の
間
、
管
理
運
営
に

次
の
区
分
を
設
け
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

商
業
部
門

◦�

観
光
交
流
拠
点
施
設
（
農
産

物
・
特
産
品
直
売
所
な
ど
）

　

地
域
の
拠
点
的
な
農
産
物
・
特

産
品
の
直
売
所
と
し
て
位
置
付
け
、

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
施
設
管

理
、
事
業
運
営
を
基
本
と
し
ま
す
。

⃝
運
営
の
基
本
理
念

◦�

地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を

地
域
で
消
費
す
る
、「
地
産
地

消
」
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け

る
◦�

高
齢
者
や
女
性
な
ど
を
含
む
多

様
な
農
業
者
の
育
成
を
図
り
、

地
場
産
業
と
連
携
す
る

◦�

地
域
の
住
民
は
も
と
よ
り
、
県

内
外
の
来
訪
者
に
新
鮮
で
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
提
供
を

行
う

◦�

地
域
経
済
の
発
展
と
自
給
率
向

管
理
運
営
基
本
計
画

（
要
旨
）

　

整
備
後
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、

実
現
に
向
け
て
の
具
体
化
を
図
り
、

新
た
な
体
制
構
築
や
事
業
計
画
作

成
の
指
針
と
す
る
た
め
の
検
討
、

方
針
な
ど
の
整
理
・
設
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。

⃝
管
理
運
営
の
枠
組
み

　

今
回
の
事
業
は
、
農
・
商
工
・

観
光
の
連
携
に
よ
る
6
次
産
業
化

（
1
次
：
生
産
+

　

2
次
：
加
工
販
売
+

　

3
次
：
都
市
農
村
交
流
）の
促

進
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

直
売
所
で
は
、
地
場
産
品
を
提

供
す
る
「
農
」
を
ベ
ー
ス
に
、「
商

工
」（
特
産
品
事
業
者
、
商
工
会

な
ど
）、「
観
光
」（
観
光
事
業
者
、

観
光
協
会
な
ど
）
の
連
携
の
構
図

を
創
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

施
設
全
体
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
、
公
園
・
広
場
、
地
域
参
加
、

将
来
的
な
「
川
の
駅
」
な
ど
の
付

加
価
値
を
加
え
、
更
に
複
合
・
多

機
能
と
す
る
こ
と
で
、
魅
力
と
誘

客
効
果
を
高
め
た
い
と
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
複
合
・
多
機
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
管
理
運
営
に
つ
い

て
は
基
本
部
分
が
確
か
で
あ
る
こ
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関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
次

の
段
階
へ
の
新
た
な
展
開
を
目
指

し
ま
す
。

⃝
地
域
の
皆
さ
ま
へ

　

工
事
は
今
泉
博
物
館
の
休
館
後
、

6
月
か
ら
の
本
格
着
工
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
方
に

は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

設
と
す
る
方
向
で
進
め
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
博
物
館
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
か
ら
大
き
く
転
換
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
展
示
・
収
蔵
の
機
能

は
残
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
も

「
棟
方
志
功
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
全
面
移
設
し
、
誘
客
を
図

る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
場
産
品
の
直
売
所

と
、
館
内
の
情
報
発
信
や
事
業
と

の
連
携
を
図
り
、
通
年
開
催
の
イ

ベ
ン
ト
や
催
し
物
、
交
流
型
の
体

験
講
座
な
ど
も
企
画
し
、
賑
わ
い

を
創
出
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
施
設
整
備

工
事
の
着
手
、
管
理
運

営
体
制
の
確
立
、「
道

の
駅
」
の
登
録
申
請
手

続
き
、
供
用
開
始
と
着

実
に
事
業
を
進
め
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
市

民
の
皆
さ
ま
に
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
充
分

な
周
知
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
場
所
に
、
よ
り

多
く
の
方
々
か
ら
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
市
内
初
の
「
道

の
駅
」
を
舞
台
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に

⃝
将
来
へ
の
取
り
組
み

　

管
理
運
営
の
面
で
も
、
全
市
的

な
観
光
・
交
流
や
、
農
・
商
工
・

観
光
に
よ
る
産
業
連
携
の
拠
点
創

出
に
向
け
た
「
基
盤
整
備
」
が
今

回
の
事
業
の
主
た
る
目
的
で
す
。

　

基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
る
過

程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
、
工
夫
、

要
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
す
べ
て
を
開
業
当
初
か
ら
盛

り
込
む
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
「
道
の
駅
」
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
や
期
待
、
関
心
の
度
合
い
は
千

差
万
別
で
す
が
、
こ
の
場
所
が
多

く
の
来
訪
者
で
賑
わ
う
と
と
も
に
、

新
た
な
交
流
や
連
携
、
事
業
展
開

の
契
機
と
な
り
、
基
点
と
し
て
市

全
体
に
波
及
効
果
を
上
げ
る
こ
と

は
、
共
通
し
た
望
み
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

推
進
協
議
会
に
お
い
て
も
過
去

の
検
討
経
過
を
踏
ま
え
、「
小
さ

く
生
ん
で
大
き
く
育
て
る
」
こ
と

を
前
提
に
、
必
要
最
小
限
の
機
能

に
集
中
し
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
、
博
物
館
建
物
の
半
分
程

度
は
、
自
由
に
出
入
り
で
き
る
市

の
シ
テ
ィ
ー
・
セ
ー
ル
ス
の
場
、

地
域
情
報
や
観
光
情
報
の
発
信
基

地
、
観
光
・
交
流
事
業
の
拠
点
施

観光交流拠点施設　南魚沼市農産物・特産品直売所
（直売所棟・屋外トイレ棟）　建築計画立面図（正面）

屋外トイレ棟
（83平方メートル）

直売所棟
（397.5平方メートル）

情報コーナー
5.73

平方メートル

軽食コーナー
29.81

平方メートル

米粉パンコーナー
34.78

平方メートル

直売所
198.74
平方メートル

今泉博物館

※このほか、休憩交流棟（132.5平方メートル）が加わります。
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⃝
家
賃
（
1
か
月
）
6
5
、0
0
0
円

　

�（
生
活
と
屋
根
融
雪
な
ど
の
実
験
に
か

か
る
水
道
・
光
熱
費
は
入
居
者
負
担
）

⃝
締
切
り　
5
月
16
日
㈪

⃝
選
考
基
準
（
市
営
住
宅
と
同
様
）

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
度
合
な
ど

　

市
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
住
宅
を
建
設
し
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
際
の

デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
こ
の
住
宅

に
入
居
し
て
デ
ー
タ
取
得
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
世
帯
を
、
募
集
し
ま
す
。

⃝
募
集　
1
世
帯
（
構
成
、
3
人
以
上
）

⃝
所
在
地　
六
日
町
9
3
7

│
3

⃝�

構
造　
木
造
2
階
建
、
高
気
密
高
断
熱

オ
ー
ル
電
化
住
宅
（
22
年
11
月
建
、
延

床
面
積
1
1
3
・
86
平
方
メ
ー
ト
ル
）

⃝�

そ
の
他　
駐
車
場
あ
り
、
地
下
水
熱
利

用
融
雪
・
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
あ
り
、
太

陽
光
発
電
3
・
0
kw
、
敷
金
な
し
、
連

帯
保
証
人
（
1
人
）

至二日町

ジャスコ

新潟ケンベイ

ホンダプリモ

国道１７号

関越自動車道

至新潟至湯沢

庄
之
又
川

市
道
二
日
町
川
窪
線

六日町自動車学校

JA魚沼みなみ
石油センター通行止め区間

ほ
く
ほ
く
線

県道欠之上
五日町線

斎藤記念病院

国
道
２
５
３
号

セブンイレブン

晃西寺

タイセイモールド

川窪

環境交通課�☎773−6666�／�建設課�☎773−6674企画政策課�☎773−6672

　

終
日
、
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。
川
窪
側
と
国
道
17
号
の
間
を
通
行

す
る
車
両
は
迂
回
し
て
く
だ
さ
い
。
震
災
の
影
響
で
工
事
の
日
程
な
ど

が
、
急
に
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
時
は
随
時
、
市
報
や
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市道「二日町川窪線」道路改良工事のため通行止め
（5月上旬〜 8月下旬）　　　　　　　　⃝問合せ　建設課　☎773−6674

17

291

南
魚
沼
地
域
振
興
局

大和→上越線

上町エコ住宅

←塩沢

地域振興局前

★

バルコニー

上町エコ住宅

上
町
エ
コ
住
宅
入
居
者�

募
集
中

⃝

申
込
み
・
問
合
せ

　
環
境
交
通
課�
☎
7
7
3

│

6
6
6
6
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　市政懇談会を開催しています。市政について、日ご
ろから疑問に思っていることを、何でも聞ける絶好の
機会です。市長と直接対話し、情報を交換し合い、交
流を図るとともに、ご意見ご提言については、今後の
市政運営に反映します。
　市政全般の報告ほか「子ども若者育成支援について」
の説明を重点的に行います。今、子どもと若者を取り
巻く環境は、複雑に多様化し、いろいろな問題が深刻
化し社会問題となっています。市は、今年度「子ど�
も・若者育成支援センター」を設置し、諸施策の推進と強化を行います。この問題は、地域の皆さんのご
理解とご協力が欠かせません。ぜひ、いっしょに考えていきたいと思います。大勢の皆さまからの参加を
お待ちしています。

企画政策課�☎773−6672

〜 23年度のテーマ「子ども若者育成支援について」 〜

開催日程の一覧（全会場、午後7:30スタート）
日　程 会　場

5月 9日 月 市役所（本庁舎）

5月10日 火 五十沢地域開発センター

5月16日 月 城内地域開発センター

5月17日 火 大巻地域開発センター

5月24日 火 辻又地域多目的センター

5月26日 木 薮神地域コミュニティセンター

5月27日 金 雪国おくにじまん会館

6月 3日 金 大崎農業会館

6月10日 金 東地域開発センター

6月21日 火 清水ふれあい会館

6月23日 木 栃窪集落センター

6月27日 月 石打農業者トレーニングセンター

6月28日 火 中之島農村環境改善センター

6月30日 木 上田農村環境改善センター

7月 5日 火 塩沢公民館

【注意】地震による計画停電が実施された場合、その日の懇談会は中止します

⃝問合せ　企画政策課　企画班　☎773−6672

市政懇談会 開催中！
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こ
の
資
金
は
、
専
用
居
室
の
整
備
や
住

宅
の
改
造
を
必
要
と
し
、
自
力
で
整
備
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
無
利
子
で
貸
し
付

け
ら
れ
ま
す
。（
新
築
、
建
て
替
え
は
対

象
外
）

⃝
対
象
者
（
申
請
時
未
着
工
の
方
）

①�

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
と
同
居
し
、
高
齢
者
専
用
の
部
屋
な
ど

を
増
築
ま
た
は
改
造
す
る
方

②�

障
が
い
者
住
宅
整
備
資
金

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
、
身
体
障
害
者
手

帳
1
級
か
ら
4
級
の
障
が
い
者
（
児
）
ま

た
は
、
療
育
手
帳
A
に
該
当
す
る
知
的
障

が
い
者
（
児
）
と
同
居
し
、
障
が
い
者
専

用
の
部
屋
な
ど
を
増
築
ま
た
は
改
造
す
る

方⃝
締
切
り　
6
月
30
日
㈭

　
こ
れ
は
病
魔
に
侵
さ
れ
昨
年
亡
く
な

ら
れ
た
詩
人
の
河
野
裕
子
（
か
わ
の
・

ゆ
う
こ
）
さ
ん
が
、
息
を
引
き
取
る
寸

前
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
最
愛
の
肉
身
や
知
人
、
友
人
と
心

な
ら
ず
も
永
久
の
別
れ
を
強
い
ら
れ
る

無
念
さ
と
悲
し
み
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、

大
き
な
哀
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
も
、

そ
の
原
因
が
病
気
と
災
害
の
違
い
こ
そ

あ
れ
、
み
ん
な
同
じ
思
い
で
あ
ら
れ
た

ろ
う
こ
と
を
思
う
と
き
、
言
葉
も
あ
り

ま
せ
ん
。

＊

　
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
意
気
消
沈
し

て
い
て
は
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の

御
霊
に
報
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
こ
は
一
日
も
早
く
被
災
地
の
復
旧
、

復
興
と
被
災
者
の
皆
さ
ま
方
の
生
活
再

建
に
日
本
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
南
魚
沼
市
も
そ
の
た
め
に
微
々
た
る

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
物
心
両
面
に
わ

た
っ
て
最
大
限
の
ご
支
援
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
3
月
30

大
自
然
の
脅
威
と

人
間
の
英
知
の
は
か
な
さ

　
4
月
と
い
え
ば
自
然
界
で
は
緑
の
芽

吹
き
や
桜
の
開
花
、
人
間
界
で
は
新
入

進
学
や
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
入
社
式
等
、
ま
さ
に
万
物
躍
動

の
季
節
で
あ
り
、
夢
と
希
望
に
満
ち
溢

れ
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
被
災
地
や
被
災
者
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
全
体

か
ら
そ
の
喜
び
も
夢
も
希
望
も
奪
い

去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
自
然
の
脅

威
の
底
知
れ
な
さ
と
人
間
の
知
識
や
技

術
の
無
力
さ
に
震
撼
す
る
ば
か
り
で
す
。

こ
こ
に
改
め
ま
し
て
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
へ
、
心
よ
り
の
ご
冥
福
と
被
災
者

の
皆
さ
ま
へ
の
御
見
舞
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
手
を
の
べ
て 

あ
な
た
と
あ
な
た
に

　
　
触
れ
た
き
に 

息
が
足
り
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
世
の
息
が

市
長
の
一
言
日
記

課 からのお知らせ福祉課�☎777−3112

日
現
在
、
約
2
億
円
の
補
正
予
算
を
編

成
し
、
そ
の
作
業
を
本
格
化
さ
せ
て
お

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊

　
そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
願
い

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
被

災
者
の
皆
さ
ま
へ
の
思
い
は
思
い
と
し

て
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

だ
か
ら
と
い
っ
て
殊
更
に
自
粛
ム
ー
ド

に
陥
ら
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と
で

す
。
当
然
、
反
対
の
意
見
や
非
難
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
甘
ん

じ
て
お
受
け
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
故
か
と
言
え
ば
、
私
た
ち
が
日
常
的

な
消
費
活
動
、
経
済
活
動
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
性
化
が
促

さ
れ
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
被
災
者
の
皆

さ
ま
の
生
活
再
建
や
、
被
災
地
の
復
旧

復
興
活
動
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
信
じ

て
い
る
か
ら
で
す
。
ご
理
解
の
程
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊

　
な
お
、
4
月
1
日
よ
り
南
魚
沼
市
も

職
員
の
異
動
が
行
わ
れ
、
新
し
い
体
制

の
も
と
で
23
年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
職
員
一
丸
と
な
っ
て
南
魚
沼
市

発
展
と
併
せ
て
、
被
災
者
、
被
災
地
支

援
の
た
め
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
変
わ
ら
ざ
る
ご
支
援
ご

協
力
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

23
年
度
当
初
の
一
言
日
記
と
い
た
し
ま

す
。�

（
23
・
4
・
6
）

高
齢
者
と
障
が
い
者
の
住
宅
整

備
資
金
、
23
年
度
の
借
り
入
れ

希
望
者�

募
集
中

⃝

内
容

◦
貸
付
限
度
額

　

①
②
と
も
1
5
0
万
円

◦
返
済
期
間　
5
年

◦
返
済
方
法　
月
賦
（
口
座
振
替
）

◦
必
要
な
連
帯
保
証
人

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
2
人

◦�

所
得
要
件　
世
帯
員
の
前
年
の
所
得

合
計
が
4
0
0
万
円
未
満
の
世
帯

⃝

申
込
み
・
問
合
せ

　
福
祉
課　
高
齢
福
祉
係
（
大
和
庁
舎
）

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
2
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高
齢
者
の
「
孤
立
死
」
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

た
っ
た
ひ
と
り
で
、
誰
に
も
看
取
ら
れ

ず
亡
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
気
付
か
れ
ず
に

何
日
間
も
放
置
さ
れ
る
…
。
こ
ん
な
事
例

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
痛
ま
し
い
「
孤
立

死
」
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
必
要

な
の
が
、
多
く
の
人
の
目
に
よ
る
日
常
的

な
見
守
り
で
す
。

見
守
り
に
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

⃝
見
守
り
が
必
要
な
人
っ
て
ど
ん
な
人
？

◦
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

◦�

高
齢
の
夫
婦
の
み
の
世
帯

◦�

一
人
暮
ら
し
で
は
な
い
が
、
同
居
の
ご

家
族
が
病
気
が
ち
で
あ
る
な
ど

⃝
み
ん
な
が
で
き
る
こ
と
！

◦�

日
々
の
「
あ
い
さ
つ
」
で
声
を
掛
け
合

い
ま
し
ょ
う
！

◦�

あ
い
さ
つ
で
地
域
の
つ
な
が
り
が
深
ま

れ
ば
、
災
害
時
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時

も
安
心
で
す

⃝
普
段
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と

◦
最
近
、
姿
を
見
か
け
な
い

◦
洗
濯
物
が
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い

◦
新
聞
や
郵
便
物
が
た
ま
っ
て
い
る

◦�

暗
く
な
っ
て
も
電
気
が
つ
か
な
い
。
ま

た
は
、
ず
っ
と
つ
け
っ
ぱ
な
し

地
域
社
会
か
ら
児
童
虐
待
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
！

児
童
委
員
か
ら
の
お
願
い

～
子
ど
も
た
ち
の
こ
ん
な
サ
イ
ン
を

�

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
～

◦�

お
ど
お
ど
し
て
い
て
、
表
情
が
乏
し
い

◦�

着
衣
な
ど
が
常
に
よ
ご
れ
て
い
る
（
遊

び
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
）

◦�

不
自
然
な
ケ
ガ
の
あ
と
が
あ
る

◦�

親
（
家
族
）
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る

⃝
児
童
虐
待
と
は
…

◦�

殴
る
、
蹴
る
な
ど
キ
ズ
を
負
わ
せ
る
ば

か
り
で
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
を
激
し
く
揺

さ
ぶ
る
な
ど
も
身
体
的
虐
待
で
す

◦�

家
に
閉
じ
込
め
る
、
自
動
車
内
に
放
置

す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不

潔
に
す
る
な
ど
の
行
為
は
「
ネ
グ
レ
ク

ト
（
育
児
放
棄
）」
と
言
わ
れ
る
虐
待

で
す

◦�

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
兄
弟
間
で
の
差
別

扱
い
、
無
視
な
ど
の
心
理
的
虐
待
な
ど

も
あ
り
ま
す

　

あ
な
た
の
近
く
に
虐
待
を
受
け
て
い
る

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
か
。「
何

か
変
だ
」
と
気
付
か
れ
た
ら
、
ど
ん
な
さ

さ
い
な
こ
と
で
も
私
た
ち
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
通
報
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
必

ず
守
り
ま
す
。

員
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
に
関
わ
る
相
談

を
受
け
、
福
祉
関
係
機
関
と
の
橋
渡
し
を

行
う
こ
と
で
、
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て

く
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
に
担

当
す
る
8
人
の
「
主
任
児
童
委
員
」
の
皆

さ
ん
は
子
ど
も
に
関
す
る
支
援
活
動
を
専

門
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
秘
密
を
守

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

福
祉
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
ご
と
が
あ
っ

た
ら
、
お
気
軽
に
お
住
ま
い
の
地
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
広
げ
よ
う�

�　
地
域
に
根
ざ
し
た　
思
い
や
り
」

　

5
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
」
で
す
。
5
月
12
日
か
ら

18
日
の
週
間
を
「
活
動
強
化
週
間
」

と
し
て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

対
す
る
理
解
を
広
め
る
と
と
も
に
、

自
主
的
な
活
動
を
充
実
強
化
す
る
機

会
に
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基

づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
委
員
で
、
地
域
に
お
け
る
身
近

な
相
談
役
と
し
て
活
動
す
る
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
民
生
委
員
は
、

児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
を
兼

ね
て
い
ま
す
の
で
、
正
式
に
は
『
民

生
委
員
・
児
童
委
員
』
と
い
い
ま
す
。

市
内
で
担
当
区
域
を
も
っ
て
活
動
す

る
1
3
4
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委

5月12日は、
民生委員・児童委員の日
～あなたの身近な相談相手、
� 民生委員・児童委員～

⃝問合せ
　福祉課　高齢福祉係
� （大和庁舎）　☎777−3112

行動宣言（重点的な活動）
1�．安心して住み続けることができる地域社会づく
りに貢献します。
2�．地域社会での孤立・孤独をなくす運動を提案し
行動します。
3�．児童虐待や犯罪被害などから子どもを守る取り
組みを進めます。
4�．多くの福祉課題を抱える生活困難家庭に粘り強
く接し、地域社会とのつなぎ役を務めます。
5�．日頃の活動を生かし、災害時に要援護者の安否
確認を行います。
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氏名 住所 電話番号 担当区域
種 村 一 惠 塩沢63−1 782−0098 一分区
田 嵜 睦 子 塩沢55−5 782−1744 二分区
内 藤 貞 治 塩沢1327−9 782−0369 三分区の一部
曽根ミナ子 塩沢1396−4 782−1816 三分区の一部
井 口 正 子 塩沢1188 782−0708 四分区
宮 田 玲 子 塩沢268−3 782−1400 五分区
阿 部 朝 男 塩沢609−17 782−0353 六分区の一部　
金 子 ト ミ 塩沢850−12 782−0827 六分区の一部
宮 田 秀 正 中287−5 782−0355 目来田、中
林 　 義 久 樺野沢156−2 782−0490 樺野沢
志 田 敏 和 天野沢246−8 782−0055 天野沢、泉盛寺
笛 木 健 作 栃窪890 782−3878 栃窪、岩之下、北山
林 　 俊 明 吉里919 782−3950 吉里
樋 口 裕 子 片田123−1 782−9168 思川、片田
須 藤 文 子 竹俣新田56 782−1441 竹俣新田、竹俣
笹 岡 初 夫 上十日町249 782−0409 島新田、上十日町
髙 橋 勝 男� 中子新田甲99 782−2484 中子、中野、古川
小野塚俊則 小木六162 782−9685 大里、小木六、八竜
林 　 英 夫 大木六449 782−9580 小杉、大木六

平 賀 　 博 仙石1328 782−9454 吉山、大木六原、柄沢
小 林 泰 男 仙石77 782−9361 仙石、徳田
片 桐 昭 平 舞子1169 782−9399 舞子　
今 井 秀 夫 万条新田295−1 783−3613 万条、大原
種 村 稔 昭 姥島新田257 783−2377 姥島、五丁歩
髙 村 英 勝 五郎丸249 782−0093 論丸、坪池、五郎丸
林 　 富 枝 石打186 783−5531 石打の一部
阿 部 康 雄 石打1808 783−2148 石打の一部
佐 藤 祐 子 関1050−3 783−2165 関の一部
上村加代子 関167 783−2439 関の一部、上一日市
髙 橋 キ ミ 上野111−9 783−3430 上野

髙 橋 惠 子 宮野下243 783−4015 下一日市、宮野下、大和
我田フミ子 君沢735 783−3784 君沢
太田喜一郎 大沢67 783−2859 大沢
南 雲 　 忍 南田中30 783−4280 砂押、南田中
上 村 春 男 枝吉265−15 782−3047 枝吉、早川
青木健太郎 雲洞716−1 782−3854 雲洞
原 澤 利 夫 三郎丸102 782−2341 長表、三郎丸
釼 持 五 男 長崎498−1 782−0547 金清坊、中之島
阿 部 英 正 長崎1172−1 782−0570 上田掛之下、広道
髙 村 雄 幸 長崎2573 782−3165 原芝野、横新田
髙村アイ子 長崎3402 782−3274 上神字、姥沢、台上
角 田 哲 夫 滝谷569 782−3241 滝谷、小松沢
貝 瀬 京 子 滝谷1052 782−1011 沢口、一之沢
小野塚良一 清水428 782−1943 蟹沢、清水
桑 原 　 博 塩沢1330−2 782−0272 主任児童委員
堀 口 庸 子 南田中43 783−2052 主任児童委員
細矢トシ子 大木六335−3 782−9554 主任児童委員

氏名 住所 電話番号 担当区域
今井勝太郎 浦佐622−7 777−2361 本町、西浦、富町�
鈴 木 忠 一 浦佐913−2 777−3065 新町、川原町

横山トミエ 浦佐264−6 777−2344 浦佐門前、浦佐上町、田町
関 　 正 三 浦佐3657−57 777−5708 天王町、浅地町
坂西由紀子 浦佐3973−5 777−3313 天王町
志田喜代子 浦佐5588−2 777−3318 天王町
井 口 和 男 五箇4814 777−3137 町屋、岩山、境川

松﨑喜美子 浦佐5933−1 777−3905 鰕島、浦佐八色、天王町（一部）

青木せつ子 一村尾269−2 777−3622
一村尾（入町・上村・
前田・中小路・
酒町）、北

小 幡 順 一 一村尾547−2 777−3370
一村尾（田中・
上新道・中新道・
下新道）

佐藤今朝男 市野江乙1044 （025）�759−2170 後山

水 落 清 文 市野江丙531 （025）�
794−4996 辻又

志 太 政 男 芹田851 777−3208 市野江、芹田
番場八千代 九日町4231 777−2852 九日町
千喜良妙子 九日町1585−1 777−2542 猫道、名木沢
小 倉 一 夫 今町441−1 777−3662 今町、城山新田
秋 山 淳 一 大崎5305 779−2514 上一、上二、平沢�
松 田 和 江 大崎3486 779−2519 原小路、寺中
佐藤キヌヨ 大崎3356甲子 779−2524 横、下一、下二�

上 村 　 保 海士ヶ島新田�
� 121−3 779−2408

柳古新田、今町新田、
海士ヶ島新田　

佐 藤 一 夫 八色原2246 779−4173 穴地、穴地新田、八色原、国際町
貝 瀬 秀 子 水尾402−1 779−2111 水尾（1・2）�
小 林 邦 男 水尾233−1 779−2726 水尾（3・4）
上 村 英 夫 大倉93 779−3740 大倉、船ヶ沢新田

井 口 　 一 黒土新田57−4 779−3404 黒土、黒土新田、荒金

今 井 茂 敏 桐沢130−1 779−3853 荒山、桐沢、堂島新田
佐 藤 英 敏 茗荷沢591−10 779−3109 茗荷沢、茗荷沢新田

明 地 　 博 山崎599 779−2884 山崎新田、山崎、谷地、高田、門前

上 村 美 幸 湯谷407 779−3565 芋赤、湯谷、雷土、雷土新田、前原町
阿 部 琴 治 浦佐623−7 777−4222 主任児童委員
中 島 澄 江 大崎1867 779−2641 主任児童委員

【大和地域】【塩沢地域】
平成23年5月1日現在の南魚沼市民生委員・児童委員の皆さんです。（任期：平成25年11月30日まで）
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氏名 住所 電話番号 担当区域
関口惣太郎 六日町1000−1 773−6216 上町1丁目1区
岡 村 　 勝 東泉田746−3 772−7139 上町1丁目2区
野 澤 新 一 六日町941−15 773−5871 上町1丁目3区
久保田　薫 六日町789−14 772−3635 上町1丁目4区
佐 藤 忠 作 六日町1303−7 772−2708 上町2丁目
貝 瀬 民 江 六日町123−4 772−2437 仲町、旭町
澤 田 照 夫 六日町424−1 772−4446 大和町1丁目
森 山 幸 子 六日町436−4 772−2153 大和町2丁目
関　有美子 小栗山342−11 772−4851 栄町
岩 野 政 廣 六日町202−6 772−2051 伊勢町
剱 持 誠 一 六日町2662 773−2085 緑町

岡 村 弘 子 六日町45−乙 772−2536
田中町（1・2・3区と
旧国道291号線より
東側）

後 藤 正 一 六日町2−19　 772−4222
　

田中町（旧国道291号
線より西側・平手川
より北側）

白 石 慶 子 八幡89−5 772−4787 八幡1・2区
須 長 正 一 坂戸111−3 772−7360 坂戸（上）
浅 井 憲 雄 坂戸353−2 773−6303 坂戸（下）

戸 田 要 一 美佐島1739−2 773−5425

八幡 3区、美佐島
1･2･3～4（市道美佐
島国道17号線より南
側）･10区　

戸 田 耕 二 美佐島969 773−5594

美佐島3～4（市道美
佐島国道17号線より
北側）･5･6･7区、庄
之又

村 松 光 春 美佐島80−10 772−7477 美佐島8区、北辰
阿 部 　 恒 欠之上648−2 773−5568 欠之上、川窪
發 地 　 豊 君帰264 770−2886 君帰
山 口 寛 春 余川1757−6 773−5569 余川本町
遠 山 令 子 余川1597 772−4349 飯綱町
山 田 徳 松 余川1225−15 773−6447 学校町1丁目・3丁目
加 藤 英 子 余川1261−18 772−2278 学校町2丁目・4丁目
南 雲 賢 治 小栗山536 773−5085 小栗山1・2・3区
渡 邊 　 隆 小栗山1502 773−5029 小栗山4・5区

太田チヨ子 西泉田6−6 772−4480 沖町、西泉田（市営住宅）

片桐徳太郎 西泉田157 773−2870 西泉田（市営住宅除く）、若葉町
星 野 栄 子 東泉田710−3 773−2732 東泉田
本 多 茂 夫 大月209 772−4167 上大月、下大月

桑 原 秀 忠 畔地新田322−1 774−2329 蛭窪、原、日の出町、永松

上 村 一 成 畔地256 774−2028 畔地、畔地新田、小川

氏名 住所 電話番号 担当区域

桑 原 重 夫 清水瀬100 774−2549 清水瀬、野中、土沢、舞台

西潟アサノ 中川新田126 774−2906
京岡、京岡新田、
中川、中川新田、
金城

井 嶋 正 晴 山谷1070 774−2431 山谷、宮村下新田
山 本 由 子 宮1587 774−2950 宮浦、宮中、深沢
角 田 敏 明 宮546−6 774−2838 宮本、宮（市営住宅）

若 井 泰 子 津久野72 772−3833 岩崎、津久野上新田、津久野（坂井・旭町）

南 雲 一 男 津久野710−6 772−4490
津久野（荒谷・中村・
宮ノ脇・段ガ巾）、
津久野下新田

五十嵐　進 津久野793 772−3347 二日町、津久野（市営住宅）

河邊眞知子 藤原155 775−2804 野際、妙音寺、藤原、法音寺、稲穂ヶ丘

南 雲 常 子 上出浦56 775−2379 岡、上出浦、下出浦、上薬師堂、下薬師堂
田 鍋 好 男 山口1136 775−2358 山口、広堀、中手原
山 﨑 政 勝 新堀424 775−2179 田崎、新堀
村 山 智 通 新堀新田202−1 775−2533 新堀新田、泉
佐 藤 　 等 麓449−1 776−3653 麓
南 雲 晴 子 長森29 775−3005 長森
種 村 悦 郎 上原221−5 775−2308 上原（下）
中 島 利 子 上原120−46 775−2206 上原（上）、池田原
久 川 　 勇 泉新田210−3 775−2229 下原、泉新田
南雲ヨシイ 長森新田3−9 775−3492 下原新田、長森新田
中嶋トシ子 北田中117−1 776−2538 野田、北田中
杉 野 博 道 四十日396 776−3550 四十日、西
中嶋ヒデ子 四十日20−11 776−3514 四十日新道
廣 田 正 夫 青木新田483 776−3440 宇津野、青木
今 成 利 巳 大杉新田1151 776−2514 奥、大杉
櫻 井 佐 敏 寺尾242−1 776−2832 寺尾、押出
羽 吹 勇 男 五日町183−1 776−2412 五日町3区
井口フミ子 五日町1194−1 776−3064 五日町2区、欠之下
高 橋 淳 子 五日町589−23 776−2256 五日町1区
井 口 幸 治 六日町942−1 773−6566 主任児童委員
小宮山英志 岩崎578 774−2063 主任児童委員
西野富次男 五日町2370−4 776−2860 主任児童委員

【六日町地域】
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※�

申
請
書
は
秘
書
広
報
室
（
本
庁
舎
）・

大
和
市
民
セ
ン
タ
ー
・
塩
沢
市
民
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⃝
申
込
み
・
問
合
せ

　

秘
書
広
報
室
（
広
報
担
当
）

�

☎
7
7
3

│

6
6
5
8

�

7
7
2

│

3
0
5
5

��kouhou@
city.m

inam
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経
費
は
、
申
込
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

⃝
申
し
込
み
方
法

　

集
会
開
催
日
の
14
日
前
ま
で
に
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
秘
書
広
報
室

ま
た
は
講
座
担
当
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
後
日
、
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

※�

郵
送
・
F
A
X
・
E
メ
ー
ル
で
も
申
し

込
み
可
能
で
す
。

実
施
要
項

⃝
対
象
と
な
る
集
会

　

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
市
民
が
参
加
し

て
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
集
会
な
ど
に
、

市
職
員
が
伺
い
ま
す
。

⃝
会
場
の
手
配

　

集
会
の
開
催
・
運
営
、
会
場
の
手
配
は

申
込
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⃝
実
施
す
る
日
時

　

原
則
と
し
て
ご
希
望
に
合
わ
せ
ま
す
。

　

時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午
後
9
時
の
間

で
、
1
講
座
の
所
要
時
間
は
約
60
分
で
す
。

（
20
番
の
普
通
救
命
講
習
会
は
約
3
時
間
）

⃝
講
座
メ
ニ
ュ
ー

　

下
記
の
講
座
一
覧
表
か
ら
お
選
び
く
だ

さ
い
。

　

こ
れ
以
外
の
内
容
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ご
希
望
に
沿
え
る
か
担
当
課
で
検
討

し
ま
す
。

⃝
費
用

　

市
職
員
の
派
遣
費
用
、
資
料
代
は
不
要

で
す
。

　

集
会
の
開
催
・
運
営
経
費
や
会
場
使
用

料
、
有
料
の
資
料
を
指
定
さ
れ
た
場
合
の

　

市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
、
市
行
政
に
関

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
市
民
参

加
に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
職
員
が
集
会
な
ど
に
直
接
出
向
い

て
、
講
座
一
覧
に
掲
げ
た
施
策
や
事
業
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

秘書広報室�☎773−6658

※�

市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
要
望
や
苦
情
、

交
渉
な
ど
を
行
う
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
理
解
願
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
・
地
域
づ
く
り
な
ど
、

み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成23年度　市民ふれあい講座一覧
番号 講座名 内容 担当課

1 「がん予防ミニ講座」 がんの知識と検診で元気な人生を！ 保健課
2 出張はらスマート教室 自分に合った食事を知ろう 保健課
3 スリムアップ教室 日ごろの運動不足解消に 保健課
4 筋力づくり教室 生活に必要な筋力を維持するために 保健課
5 うつ病の理解と対応 カギとなるのは、早期発見、早期対応 保健課

6 介護保険のしくみと
その利用

介護保険のしくみ、利用方法、介護保
険サービス事業所 福祉課

7 介護予防でいきいき生活 介護予防のポイント、介護予防事業の
紹介 福祉課

8 認知症サポーター養成講座 認知症の正しい理解、接し方を知る 福祉課

9 消費生活相談１ 多重債務に陥らないために、主な事例
と解決方法 商工観光課

10 消費生活相談２ 気をつけよう悪徳商法、主な事例と解
決方法 商工観光課

11 固定資産税 新築家屋の固定資産税 税務課
12 市民税・所得税のしくみ 所得計算、市県民税・所得税の申告 税務課
13 農業所得 収支内訳書、減価償却費 税務課

14 市の予算と財政状況 一般会計・特別会計の予算内容と財
政状況 財政課

15 国民年金 国民年金制度のあらまし 市民課
16 考えよう　ゴミ問題 ゴミの分別、リサイクル 廃棄物対策課
17 南魚沼市の文化財 市の文化財の説明 社会教育課

18 図書館を使いこなそう 図書館の利用方法、各種サービスの紹
介 社会教育課

19 防災対策 災害への備え 総務課

20 普通救命講習会 心 肺 蘇 生 法、 止 血 法、 異 物 除 去、
AED使用法など 消防本部

市
民
ふ
れ
あ
い
講
座

いつでも

どこ
でも
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認
定
農
業
者
と
中
核
的
農
業
者
等
が
、

効
率
的
な
農
作
業
の
実
施
を
図
る
た
め
に

行
う
小
規
模
水
田
の
畦
抜
事
業
を
、
予
算

の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

⃝
締
切
り　
5
月
31
日
㈫

⃝�

申
込
み　
事
業
申
込
希
望
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
農
林
課
に
準
備

し
ま
し
た
。
水
田
の
地
番
が
わ
か
れ
ば
、

そ
の
場
で
提
出
で
き
ま
す
。

⃝�

そ
の
他　
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
認

定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
を
優
先
し
ま

す
。 小

規
模
土
地
基
盤
整
備

�

（
畦
抜
）
事
業

受
付
開
始

国土調査室�☎773−6740�／�農林課�☎773−6663

⃝

申
込
み
・
問
合
せ

　
農
林
課　
農
業
振
興
係

�

☎
７
７
3

│

6
6
6
3

⃝
�

対
象　
交
付
決
定
日
か
ら
23
年
12
月

28
日
ま
で
に
、
薮
神
・
大
巻
・
六
日

町
・
塩
沢
・
石
打
地
区
内
の
水
田
を

整
備
す
る
場
合
。（
た
だ
し
過
去
に
、

ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
し
た
か
今
後

予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
場
は
、
対
象
外

の
場
合
が
あ
り
ま
す
）

⃝
補
助
額　
事
業
費
の
1
／
2
以
内

�

（
上
限
4
0
0
、0
0
0
円
）

　平成23年度は、青木新田・奥地区の「国土調査（地籍調査）」を実施します。関係者皆さまのご理
解とご協力をお願いいたします。5月中旬に説明会を予定しています。関係者の方の出席をお願いし
ます。皆さまから現地での境界立会い確認をしていただき、調査が円滑に実施できるようご協力願い
ます。
⃝調査の目的
　土地の境界や地目・面積などを明確化することで、
　①　境界紛争を未然に防ぎ、個人財産の保護や土地取引の円滑化
　②　公共事業や街づくり、迅速な災害復旧　　　　　　　　　　

⎫
⎬
⎭
に役立ちます。

�

⃝問合せ　国土調査室　☎773−6740

奥 関
越

自
動

車
道

上
越
線

魚
野
川

国
道
17
号

四十日川

宇津野

泉新田

大巻中学校

大巻小学校

四十日新道

四十日

大杉

泉

青木

平成23年度�一筆地調査
（現地立会い・測量）

予定区域図

青木新田・奥地区の「国土調査（地籍調査）」
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◎〈いつでも〉コンビニエンスストアで納税できます
　納税できるコンビニエンスストアは、納税通知書や封筒をご覧くださ
い。

◎口座振替（口座からの自動引き落とし）が便利です
� �振替日の前営業日（営業時間内）までに入金をお願いします。残高不
足で口座振替できなかった場合は、届いた｢口座振替不能通知書｣を使
い現金で、コンビニエンスストアか金融機関、市役所で納めてください。

⃝口座振替の手続き
　市内の金融機関で手続きができます。通帳、届出印、納税通
知書をお持ちになり、「口座振替依頼書」を記入し、金融機関
の窓口に提出してください。
※「口座振替依頼書」は各金融機関（窓口）にあります。

⃝口座振替の開始日
　「口座振替依頼書」を提出すると、提出日の翌月の納期分か
ら口座振替が始まります。
※�ただし、�5月に提出した方は、7月から口座振替が始まりま
すので、ご注意ください。

⃝口座振替の終了や振替方法変更の手続き
　口座振替を終了する場合や期別振替から全納へ、または全納
から期別振替へ振替方法を変更する場合は市役所で手続きをお
願いします。

◎�市税の納税は南魚沼市スタンプ・ポイント連合会のTAXサポート券が使用できます。

税務課�☎773−6669

平成23年度　各税目納期一覧表（納税通知書が届いたら、納期限までに納めてください）
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市・県民税 1期 2期 ３期 4期

固定資産税
都市計画税

1期 2期 ３期 4期

軽自動車税 全期

国民健康保険税 1期 2期 ３期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

納期限日
（口座振替日）

5/31 6/30 8/1 8/31 9/30 10/31 11/30 1/4 1/31 2/29 4/1

平成23年度�市税納期
⃝問合せ　税務課　収税班　☎773−6669
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利
用
者
に
管
理
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

メ
ー
タ
が
回
っ
た
分
の
料
金
は
、
理
由

の
い
か
ん
に
係
わ
ら
ず
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
し
か
し
、
管
理
を
行
っ
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
破
損
や
故
障
に
よ
っ
て
起
き

た
や
む
を
得
な
い
漏
水
は
、
料
金
を
一
部

減
免
し
ま
す
。

　

申
請
書
の
ほ
か
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
が
修
理
し
た
証
明
や
、
修
理
前
後

の
写
真
の
添
付
が
必
要
で
す
。

注
意　
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

以
外
が
修
繕
し
た
場
合
は
対
象
外
で
す
。

　

来
年
の
3
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
な

い
と
来
年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
ま
す
。
早

急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
の
検
針
再
開
は

5
月
20
日
か
ら

⃝
問
合
せ　
水
道
課　
水
道
業
務
係

�

☎
7
7
4

│

3
1
4
1

　

積
雪
の
た
め
休
止
し
て
い
た
検
針
を
再

開
し
ま
す
。
12
〜
4
月
、
冬
期
概
算
水
量

で
い
た
だ
い
て
い
た
料
金
を
精
算
し
、
6

月
中
旬
に
冬
期
精
算
通
知
書
を
郵
送
し
ま

す
。

⃝
冬
期
概
算
制
度

　

12
〜
4
月
の
間
、
前
年
の
実
績
な
ど
に

基
づ
き
、
市
が
設
定
し
た
毎
月
の
概
算
水

量
で
料
金
を
納
め
て
、
5
月
の
検
針
で
精

算
す
る
制
度
で
す

⃝
使
用
水
量
が
異
常
に
多
い

　

使
用
人
数
が
増
え
た
以
外
で
、
使
用
水

量
が
多
い
と
き
は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
今
回
「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知

ら
せ
」
に
記
載
さ
れ
る
使
用
水
量
は
、
12

〜
5
月
ま
で
の
分
で
す
。（
途
中
で
開
始

さ
れ
た
方
は
そ
の
日
か
ら
）

⃝
料
金
の
減
免
制
度

　

本
来
、
水
道
メ
ー
タ
か
ら
蛇
口
ま
で
は

税
義
務
が
生
じ
ま
す
。
当
事
者
で
、
協
議

し
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

1
月
2
日
以
降
に
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋

も
1
年
間
課
税
さ
れ
ま
す
。
1
月
1
日
の

時
点
で
存
在
し
て
い
た
た
め
で
す
。
家
屋

を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
資
産
税
班
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税 

納
税
通
知
書

発
送
は
5
月
13
日
、

�

納
税
は
5
月
31
日
ま
で

⃝
問
合
せ　
税
務
課　
市
民
税
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
8

⃝
納
税
証
明
書

　

車
検
に
必
要
で
す
。
車
検
証
と
一
緒
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
納
税
義
務
者
は
4
月
1
日
の
所
有
者

　

通
知
書
に
は
、
4
月
1
日
現
在
の
登
録

内
容
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
手

放
し
た
車
両
に
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①�

4
月
2
日
以
降
に
廃
車
（
譲
渡
）
の
手

続
き
を
し
た

　

こ
の
場
合
、
軽
自
動
車
税
は
1
年
分
課

税
さ
れ
ま
す
。（
月
割
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
変
更
・
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い

固
定
資
産
税 

納
付
通
知
書

発
送
は
5
月
13
日

⃝
問
合
せ　
税
務
課　
資
産
税
班

�
☎
7
7
3

│

6
6
6
8

　

5
月
13
日
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
を
発
送
し
ま
す
。
同
封
の
課
税
明
細
書

に
よ
り
、
自
分
の
固
定
資
産
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
明
細
は
確
定
申
告
時
に
、

農
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
必
要
経
費

（
租
税
公
課
）
の
計
算
に
役
立
ち
ま
す
。

⃝
家
の
税
金
が
高
く
な
る
場
合

　

今
年
、
平
成
19
年
の
新
築
住
宅
は
、
通

常
の
税
額
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
を
発
送
す
る
と
「
家
の
税

金
が
高
く
な
っ
た
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

新
築
か
ら
4
年
目
に
特
例
が
終
了
す
る
た

め
で
す
。

　

こ
の
特
例
は
、
床
面
積
2
8
0
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内
の
新
築
住
宅
の
場
合
、
居

住
用
部
分
の
床
面
積
1
2
0
平
方
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
税
額
を
2
分
の
1
に
減
額
し
ま

す
。
適
用
期
間
は
3
年
間
で
す
。

⃝�

土
地
、
家
屋
を
売
っ
た
の
に
課
税
さ
れ

て
い
る
場
合

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
時
点

の
登
記
簿
上
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

売
買
契
約
が
終
了
し
て
い
て
も
、
登
記
が

完
了
し
て
い
な
い
と
、
前
の
所
有
者
に
納

税務課�☎773−6668�／�水道課�☎774−3141

【漏水のチェック方法】
①�家中の蛇口を全部閉めて、水道
を使用していない状態にする
②�メータボックスを開け、水道
メータを見る
③�パイロットマークが少しでも
回っていれば漏水です。漏水の
場合は、「市指定給水装置工事
事業者」に連絡して、修理を依
頼してください。
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る
よ
う
に
全
面
的
に
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
「
ど
ん
な
仕
事
が
む
い
て
い
る

の
か
な
？
」「
あ
の
仕
事
を
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
面

接
の
必
勝
法
は
？
」「
履
歴
書
の

特
技
っ
て
何
を
書
く
の
？
」
…
進

路
・
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

疑
問
・
質
問
に
ス
タ
ッ
フ
が
親
切

に
対
応
し
ま
す
。
完
全
予
約
制
、

相
談
無
料
で
す
。

⃝�

開
催
日　
5
月
13
日
㈮
、�

6
月

10
日
㈮
、
7
月
8
日
㈮
、
8
月

12
日
㈮
、
9
月
9
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

�

（
相
談
時
間
は
一
人
50
分
）

　

中
央
公
民
館�（
市
民
会
館
内
）

�

2
Ｆ
会
議
室

⃝�

相
談
担
当
者　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

な
が
お
か
在
籍
キ
ャ
リ
ア
・
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー

�　

現
在
、
正
規
の
職
に
就
い
て

い
な
い
概
ね
39
歳
く
ら
い
ま
で

の
方

⃝�

相
談
内
容　
仕
事
の
探
し
方
、

求
人
票
の
読
み
方
、
応
募
書
類

の
書
き
方
、
面
接
対
策
な
ど

⃝�

お
願
い　
予
約
制
で
す
。
前
日

ま
で
に
相
談
希
望
者
が
2
人
以

上
で
開
催
し
ま
す
。

⃝
予
約

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
が
お
か

�

☎
0
2
5
8

│

3
8

│

6
1
8
1

8　

山
田
家
畜
診
療
所
）

�

☎
0
2
5

│

7
9
2

│

5
5
7
1

◦�

仲
村
龍
弥
（
魚
沼
市
中
原
2
�7
�

3
│

1　

こ
い
で
動
物
病
院
）

�

☎
0
2
5

│

7
9
2

│

2
1
8
4

◦�

星
川
佳
一
（
十
日
町
市
高
田
町

6
丁
目　

星
川
動
物
病
院
）

�

☎
0
2
5

│

7
5
7

│

1
1
0
3

◦�

松
井
潤
次
（
小
千
谷
市
平
沢
2

│

6

│

26　

松
井
動
物
病
院
）

�

☎
0
2
5
8

│

8
3

│

2
0
0
1

◦�

竹
内
克
志
（
長
岡
市
東
栄
2

│

1

│

3　

あ
た
ご
動
物
病
院
）

�

☎
0
2
5
8

│

3
2

│

3
6
0
0

◦�

山
田
英
一
（
長
岡
市
信
濃
2

│

13

│

21　

山
田
動
物
ク
リ
ニ
ッ

ク
）

�

☎
0
2
5
8

│

3
3

│

2
5
2
2

若
者
の
た
め
の

〝
し
ご
と
〟
相
談
所

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
南
魚
沼
」

　

子
ど
も
・
若
者

�

育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
7
7
3

│

6
6
1
1

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
と
は
、
若
者
の

能
力
向
上
と
就
職
促
進
を
図
る
た

め
、
若
者
が
雇
用
関
連
サ
ー
ビ
ス

を
1
か
所
で
ま
と
め
て
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
若
者
が
自

分
の
将
来
を
見
出
し
、
就
職
で
き

※�

今
年
度
、
子
ど
も
手
当
現
況
届

の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

5
月
5
日
〜
児
童
福
祉
週
間
で
す

　

毎
年
、
5
月
5
日
の
「
こ
ど

も
の
日
」
か
ら
一
週
間
で
す
。

こ
の
一
週
間
は
、
よ
り
一
層
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
子
育

て
に
つ
い
て
家
庭
で
考
え
る
機

会
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
23
年
度
児
童
福
祉
週
間
標
語

　
お
い
で　
お
い
で　
み
ん
な
で

�

一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
よ

狂
犬
病
予
防
注
射
は

済
ま
せ
ま
し
た
か
？

　
環
境
交
通
課　

環
境
交
通
班

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
6

⃝
集
合
注
射
は
4
月
で
終
了

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
一
年
に
一

回
、
4
月
か
ら
6
月
末
ま
で
に
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
、
法
律
で
飼
い

主
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

済
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、
6
月
末

ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⃝
市
の
指
定
獣
医
師

◦�

小
宮
山
毅
（
美
佐
島
1
9
0
8

│

1　

六
日
町
動
物
病
院
）

�

☎
7
7
0

│

0
3
7
0

◦�

畑
澤
春
雄
（
余
川
1
5
1
7

│

5　

畑
澤
犬
猫
診
療
所
）

�

☎
7
7
2

│

8
3
3
5

◦�

星
野
昭
一
（
魚
沼
市
山
田
2
�7
�

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
・

経
過
的
福
祉
手
当
の
改
定

　

障
が
い
福
祉
係

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
2

　

平
成
23
年
4
月
分
か
ら
金
額
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

⃝
特
別
障
害
者
手
当

2
6
、4
4
0
円
➡
2
6
、3
4
0
円

⃝
障
害
児
福
祉
手
当

1
4
、3
8
0
円�

➡
1
4
、3
3
0
円

⃝
経
過
的
福
祉
手
当

1
4
、3
8
0
円�

➡
1
4
、3
3
0
円

子
ど
も
手
当 
9
月
ま
で
支
給

　

子
育
て
支
援
課

　
　
　

こ
ど
も
家
庭
支
援
班

�

☎
7
7
7

│
3
1
1
3

　

3
月
の
国
会
で
「
つ
な
ぎ
法

案
」
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
と
も

な
い
、
現
在
子
ど
も
手
当
の
受
給

者
の
方
に
9
月
ま
で
の
6
か
月
間
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
一
人
あ
た
り
月

額
1
万
3
、0
0
0
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

⃝
中
学
卒
業
で
手
当
終
了

　

5
月
中
旬
、
子
ど
も
が
中
学
校

を
卒
業
し
た
な
ど
手
当
の
受
給
資

格
が
喪
失
す
る
方
に
、
2
・
3
月

分
の
子
ど
も
手
当
支
給
と
消
滅
の

通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

中
小
企
業
の
皆
さ
ま
へ

信
用
保
証
料
の
補
給
な
ど

　
商
工
観
光
課　

商
工
振
興
班

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
5

　

長
引
く
不
況
と
、
地
震
に
よ
る

間
接
的
被
害
で
、
経
営
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
中
小
企
業
者
の
資

金
繰
り
支
援
策
と
し
て
、
市
で
指

定
し
た
融
資
を
23
年
9
月
30
日
ま

で
に
ご
利
用
の
方
に
、
信
用
保
証

料
の
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
金
融
円
滑
化

法
が
24
年
3
月
末
ま
で
、
延
長
さ

れ
ま
し
た
。
資
金
繰
り
の
ご
相
談

は
、
各
金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板

 

問
合
せ	

 
申
込
み

 

日
時	

 

会
場

 

期
間	

 

時
間

 

対
象	

 

資
格

 

定
員	

 

費
用

 

締
切	

 

内
容

 

講
師	

 

そ
の
他

本
庁 

本
庁
舎	

大
和 

大
和
庁
舎

塩
沢 

塩
沢
庁
舎
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書
（
総
務
課
に
請
求
）
に
、
資

格
免
許
証
の
写
、
健
康
診
断
書
、

と
写
真
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

⃝
見
学
の
問
合
せ

　

�

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
（
看
護
部

長
室
）�

☎
7
7
7

│

2
1
1
1

国
・
県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

伝
言
板

六
日
町
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
六
の
市
」震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ

　

六
日
町
商
工
会

�

☎
7
7
2

│

2
5
9
0

　

5
月
5
日
㈭
祝
日

　
　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

�　

六
日
町
駅
前
通
り
商
店
街

�　

衣
類
、
日
用
品
、
玩
具
、
木

工
品
を
は
じ
め
、
飲
食
店
コ
ー

ナ
ー
も
充
実
！

心
の
健
康
相
談
会

・
　

地
域
振
興
局

　
　
　
　
　

地
域
保
健
課

�

☎
7
7
2

│

8
1
3
7

　

5
月
19
日
㈭

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

�　

地
域
振
興
局

　
　
　

健
康
福
祉
環
境
部

⃝
職
種　

作
業
療
法
士
1
人

⃝�

要
件　
作
業
療
法
士
の
資
格
を

有
す
る
方
で
、
昭
和
56
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

⃝
試
験
内
容　
作
文
と
面
接

⃝
採
用
予
定
日　
7
月
1
日
以
降

⃝
試
験
会
場

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

⃝
募
集
開
始
日　
5
月
2
日
㈪

⃝
締
切
り　
5
月
31
日
㈫

⃝
試
験
日　
6
月
9
日
㈭

⃝�

手
続
き　
受
験
申
込
書
と
履
歴

※�

利
用
券
は
1
枚
5
人
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

※
他
の
割
引
と
重
複
で
き
ま
せ
ん
。

⃝
設
置
場
所

　

市
役
所
（
本
庁
・
塩
沢
・
大

和
）、
市
民
会
館
、
塩
沢
公
民
館
、

大
和
公
民
館
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南

魚
沼
、
城
内
開
発
セ
ン
タ
ー

市
立
病
院
の
職
員
募
集

・
　

総
務
課　

人
事
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
0

⃝
職
種　

看
護
師
15
人

⃝
勤
務
地　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

⃝�

要
件　
看
護
師
の
資
格
を
有
す

る
方
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み

の
方
で
、
昭
和
46
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

⃝
試
験
会
場

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

⃝
採
用
予
定
日

　

翌
月
あ
る
い
は
翌
々
月
の
1
日

資
格
取
得
見
込
者
と

実
務
経
験
の
な
い
有
資
格
者

⃝
試
験
日　
右
下
の
表
の
と
お
り

⃝�

試
験
内
容　
専
門
、
作
文
の
各

筆
記
試
験
と
面
接

⃝
試
験
会
場　

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

実
務
経
験
の
あ
る
有
資
格
者

⃝
試
験
日　
随
時

⃝
試
験
内
容　
書
類
審
査
と
面
接

※�

皆
さ
ん
が
弁
護
士
の
相
談
時
間

を
有
効
に
使
え
る
よ
う
、
予
約

時
に
相
談
の
概
要
を
相
談
員
が

伺
い
ま
す
。

5
月
12
日
、

住
基
ネ
ッ
ト 

一
時
停
止

　

市
民
課　

市
民
係　

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
1

　

5
月
12
日
㈭

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

　

全
庁
舎
で
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
な
ど
が
一
時
停
止
し

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

八
海
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

市
民
優
待
利
用
券

　
商
工
観
光
課　

観
光
交
流
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
5

⃝
営
業
期
間

　
（
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
）

　

11
月
20
日
㈰
ま
で

⃝�

営
業
時
間　
時
期
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。
お
出
か
け
前
に
八

海
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
（�

�

☎

�

7

�
7
�

5

│

3
3
1
1
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
往
復
料
金
（
一
般
→
優
待
）

◦�

大
人　

�

1
、8
0
0
円

�

➡
1
、2
0
0
円

◦
子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）

�

9
0
0
円
➡
6
0
0
円

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設

⃝
�

予
約
・
　

南
魚
沼
市

�

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

（
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
7
7
2

│

2
5
4
1

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債

務
も
含
め
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
身

近
な
相
談
窓
口
と
し
て
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
4
月
1
日

か
ら
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し
ま

し
た
）

⃝
弁
護
士
に
よ
る

　
『
消
費
生
活
』
無
料
法
律
相
談

　

市
で
は
、
マ
ル
チ
商
法
や
資
格

商
法
、
多
重
債
務
な
ど
お
金
に
ま

つ
わ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩

み
の
方
に
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
時
間
は
1
件
約
30
分
。
希
望

の
方
は
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

5
月
26
日
㈭

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内

【23年　看護師の試験日程と採用予定日】
回 試験日 応募開始日 締切り 有資格者採用日
1 6月9日 5月2日 5月31日 7月1日以降
2 9月8日 8月1日 8月31日 10月1日以降
3 12月8日 11月1日 11月30日 24年1月1日以降
⃝手続き　�受験申込書と履歴書（問合先に請求）に、資格免許

証の写（有資格者のみ）、健康診断書、と写真を添え
て申し込みください。

17 市報 みなみ魚沼 ／ 平成23年5月1日発行

掲 ＆示 板 伝 言 板



　
　
（
5
時
40
分
、
受
付
開
始
）

��　

坂
戸
山
周
辺
（
坂
戸
山
中
腹

ま
で
徒
歩
に
て
観
察
）

⃝
集
合
場
所　

　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
（
駐
車

場
）
※
銭
淵
公
園
の
と
な
り
で
す

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局�

�

☎
7
7
2

│

3
7
4
2

�　

5
月
11
日
㈬

　
　

午
後
1
時
〜
4
時

��　

働
く
婦
人
の
家

予
定
で
す
。（
テ
ン
ト
設
置
）

③�

駐
車
場
は
、
実
行
委
員
会
が
指

定
す
る
場
所
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

④�

食
品
な
ど
販
売
の
場
合
は
、
関

係
法
令
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

出
店
料
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
土
日
・

祝
日
を
の
ぞ
く
）

坂
戸
山
野
鳥
観
察
会

・
　

地
域
振
興
局�

環
境
課

�

☎
7
7
2

│

8
1
5
4

�　

5
月
21
日
㈯

　
　

午
前
6
時
〜
8
時

ゴ
ー
ル
会
場
に
、
今
年
も
南
魚
沼

グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
本
全
国
か
ら
参
加
す
る
ラ

ン
ナ
ー
を
お
も
て
な
し
す
る
、
テ

ン
ト
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

�　

5
月
13
日
㈮

⃝
参
加
資
格

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以

上
の
個
人
ま
た
は
、
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
法
人
・
団
体
な
ど
で
、

次
の
点
に
同
意
さ
れ
る
方

①�

出
店
位
置
は
実
行
委
員
会
で
決

定
し
ま
す
。

②�

1
区
画
、
間
口
5
・
4
メ
ー
ト

ル
×
奥
行
3
・
6
メ
ー
ト
ル
の

リ
ー
ク
ラ
ブ
と
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に

に
用
意
し
ま
し
た
。

※�

Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
、
詳
し
い
内

容
を
平
日
午
前
7

時
40
分
過
ぎ
か
ら

放
送
中
！

介
護
ヘ
ル
パ
ー
養
成
科

6
月
入
校
生 

募
集
中

　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

�

☎
7
9
4

│

2
4
1
0

⃝
受
付
期
間

　

5
月
2
日
㈪
〜
25
日
㈬

�　

求
職
中
で
介
護
分
野
に
就
職

を
希
望
す
る
方

��　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー

ル
1
号
館
〔
西
泉
田
48

│
1
〕

�　

6
月
16
日
〜
9
月
15
日

�（
平
日
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

�　

20
人

�　

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）

�　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

6
月
12
日
㈰
開
催
！

南
魚
沼
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン�

出
店
者
募
集
中

�

・
　

グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン
事

務
局
（
大
和
観
光
協
会
）

�

☎
7
7
7

│

3
0
5
4

�

7
7
7

│

3
7
2
1

�
yam
akan@

sepia.ocn.ne.jp

　

八
色
の
森
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・

2
0
1
1
シ
ン
グ
ル
ズ�

�

パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集
中

�

・
　

雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
塩
沢

商
工
会
内
）

　

�

☎
7
8
2

│

1
6
5
3

�

7
8
2

│

4
0
4
4

�　

男
性
は
28
歳
以
上
の
南
魚
沼

市
・
湯
沢
町
・
十
日
町
市
・
津

南
町
・
魚
沼
市
在
住
者
ま
た
は

勤
務
者
。
女
性
は
、
25
歳
以
上

の
国
内
在
住
者
。
男
女
と
も
独

身
の
方
で
45
歳
ま
で
。
当
日
、

男
性
は
ネ
ク
タ
イ
着
用
で
お
願

い
し
ま
す
。

�　

6
月
5
日
㈰

　

午
前
11
時
〜
午
後
3
時
30
分
頃

　
（
午
前
10
時
45
分
、
受
付
開
始
）

�　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
〔
湯
沢
町
〕

�　

軽
食
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

�　

男
性　

4
、0
0
0
円

　
　

女
性　

2
、0
0
0
円

�　

男
性
30
人
、
女
性
30
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

27
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

�　

5
月
20
日
㈮

�　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
郵

送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
、
雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ

7月1日から、
郵便番号の一部が変わります

� 　郵便事業㈱　六日町支店　☎772−3052
⃝変更対象の一覧
現在（6月末まで） 変更後（7月1日〜）
行政区 郵便番号 町名 郵便番号

旭　町 949−6626

六日町 949−6680
（新番号）

伊勢町 949−6625
上町1・2 949−6623
栄　町 949−6635
田中町 949−6621
仲　町 949−6622
緑　町 949−6634
大和町1・2 949−6624
飯綱町 949−6631

余　川 949−6681
（新番号）学校町 949−6633

余川本町 949−6632
上大月 949−6614

大　月 949−6682
（新番号）下大月 949−6613

日の出町 949−6752 畔地新田 949−6751
庄之又 949−6604 川　窪 949−6603
上ノ原 949−6637 小栗山 949−6636
沖　町 949−6616

西泉田 949−6615
若葉町 949−6616
北　辰 949−6641 美佐島 949−6608
※�当分の間は、旧番号でも配達に影響はありません
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南魚沼市図書館� ☎773−6677
大和図書室� ☎777−4671
塩沢図書室� ☎782−0100

5月の開館時間

5月の休館日【南魚沼市図書館】 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、21日（毎月第3 木曜日は図
書整理日）　【大和図書室】�毎週月曜日( 祝日の場合は翌日)　【塩沢図書室】�なし

【南魚沼市図書館】�火～日9：
00 ～17：00（金曜のみ9：00
～19：00）　【大和図書館】�平
日9：00 ～19：00 ／土日祝日
9：00 ～17：00　【塩沢図書室】�
火水木金9：00 ～20：00 ／月・
土日祝日9：00 ～17：00

図書館は皆さんの本棚です。
一人ひとりが自分の本棚とし
て気軽に活用していただきた
いと願い土日、祝日を開館し
てお待ちしています。

【南魚沼市図書館】 毎週月曜日（祝日は翌日）、19 日（毎月第3 木曜日は図
書整理日）　【大和図書室】 毎週月曜日( 祝日は翌日)　【塩沢図書室】 なし

⃝
テ
ー
マ　
『
家
族
』

⃝�

内
容　
ふ
う
せ
ん
の
会
に
よ
る

劇
「
お
で
か
け
と
う
さ
ん
」、

新
し
い
本
の
紹
介
、
読
み
聞
か

せ
、
新
聞
紙
あ
そ
び

⃝�

持
ち
物　

新
聞
紙
2
・
3
枚
、

は
さ
み
、
の
り

⃝�

対
象　
幼
児
、
小
学
生
、
保
護

者
ほ
か
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

⃝
定
員　
50
人

⃝
申
込
み　
南
魚
沼
市
図
書
館

⃝
締
切
り　
5
月
20
日
㈮

巡
回
図
書（
隔
月
1
0
0
冊
）

　

4
月
21
日
㈭
、
塩
沢
図
書
室
を

入
れ
替
え
ま
し
た
。【
次
回
、
大

和
図
書
室
は
5
月
19
日
㈭
】

た
い
で
す
。
◆
久
し
ぶ
り
の
参
加

で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
絵
本
を

D
V
D
で
見
る
の
は
初
め
て
で
と

て
も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
◆

久
し
ぶ
り
に
来
ま
し
た
。
と
っ
て

も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
ま
た
来

た
い
で
す
。
◆「
絵
本
に
ゃ
ー
ご
」

「
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
」
の

D
V
D
は
絵
本
の
よ
さ
を
そ
の
ま

ま
残
し
て
あ
っ
て
と
て
も
よ
か
っ

た
。
◆
読
み
聞
か
せ
で
「
ひ
っ
こ

し
だ
い
さ
く
せ
ん
」
を
よ
ん
で
も

ら
っ
た
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
◆

「
十
二
支
の
し
り
と
り
え
ほ
ん
」

が
す
っ
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
◆
「
こ
ぶ
た
く
ん
も
う
な
か

な
い
で
」
の
木
が
さ
き
に
な
く
と

こ
ろ
が
お
か
し
い
。

5
月
の
読
書
の
つ
ど
い

︱
テ
ー
マ
は
『
家
族
』
で
す
︱�

⃝
日
時　
5
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

え
る
と
さ
ら
に
う
れ
し
い
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
図
書
館
は
い
い

と
こ
ろ
で
す
。
ち
ょ
う
ど
い
い
室

温
、
調
べ
物
を
し
て
い
る
人
や
勉

強
し
て
い
る
人
の
ペ
ン
を
走
ら
せ

る
音
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
音
が
心

地
よ
く
聞
こ
え
ま
す
。

　

私
は
い
つ
も
楽
し
ん
で
い
る
か

ら
、
み
な
さ
ん
も
た
ま
に
図
書
館

に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

図
書
館
あ
り
が
と
う
。

久
し
ぶ
り
の
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
で
の
映
画（
D
V
D
）

お
も
し
ろ
か
っ
た
よ
！

3
月
読
書
の
つ
ど
い
一
口
感
想
集

　

デ
ジ
タ
ル
絵
本
（
D
V
D
）

「
に
ゃ
ー
ご
」「
に
じ
い
ろ
の
さ
か

な
」
は
絵
本
で
見
る
の
と
は
ま
た

違
っ
た
感
じ
で
と
っ
て
も
良
か
っ

た
で
す
。
◆
い
つ
も
【
読
ん
で
あ

げ
る
】
の
で
【
読
ん
で
も
ら
う
】

の
は
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

◆
今
年
度
は
2
回
の
み
の
参
加
で

し
た
。
次
年
度
は
も
っ
と
参
加
し

　

4
月
2
日
㈯
、
9
時
に
ス
タ
ー

ト
し
た
除
籍
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
こ
え
①
…

「
図
書
館
あ
り
が
と
う
」

�

六
日
町
中
学
校
3
年　

江
崎�

広
美

　

え
ー
っ
と
こ
ん
に
ち
は
。
私
は

こ
の
南
魚
沼
市
図
書
館
を
時
々
利

用
し
て
い
る
も
の
で
す
。
利
用
者

の
立
場
か
ら
言
う
と
、
明
る
く
と

て
も
快
適
な
場
所
で
す
。
そ
れ
に

読
ん
だ
こ
と
の
な
い
本
も
た
く
さ

ん
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
。

　

新
し
い
図
書
館
が
で
き
る
な
ら
、

こ
の
南
魚
沼
市
図
書
館
の
い
ろ
い

ろ
な
い
い
と
こ
ろ
ば
か
り
を
と
っ

た
図
書
館
、
場

所
が
い
い
で
す
。

そ
れ
と
マ
ン
ガ

が
増
え
て
も
ら

友
だ
ち
1
0
0
冊
つ
く
る
ん
だ

こ
ど
も
の
本
カ
バ
ー
展
開
催
中
！

　

5
月
12
日
ま
で
、
こ
ど
も
の
読

書
週
間
で
す
。
図
書
館
で
は
テ
ー

マ
別
に
約
3
0
0
点
の
絵
本
や
紙

芝
居
な
ど
の
カ
バ
ー
を
図
書
館
入

り
口
と
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い

て
展
示
し
て
い
ま
す
。
必
ず
見
つ

か
る
読
み
た
い
1
冊
！�

ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

大
盛
況
！

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

折
り
紙
で
こ
い
の
ぼ
り

を
作
る
よ
！

⃝
日
時
　

5
月
13
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

⃝
会
場
　
大
和
公
民
館

⃝�

内
容
　
ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
、

絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

手
遊
び
、
歌
な
ど

⃝
対
象
　

0
～
3
歳
児
と�

�

保
護
者

⃝
参
加
費
　
無
料（
予
約
不
要
）

⃝
問
合
せ
　
大
和
公
民
館

�

☎
7
7
7

│

4
6
7
1
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2011年 第一回展 
「越後の風景 そして 春」
　新潟の風景を描いた作品や満開の
桜など富岡の描いた春を展示します。
ゴールデンウイーク中は無休です。

◆平成23年度芸術文化事業◆

マイタウン・コンサート ～アンサンブルの響き～
�　新潟を中心に各地で活躍中の演奏家による楽しい
コンサート！�それぞれの楽器の魅力、アンサンブル
の楽しさをご堪能ください!!
⃝日時　5月29日㈰　14：00（開場13：30）
⃝会場　市民会館（多目的ホール）
⃝料金　全席自由500円
　※会館、会館プレイガイドにて好評発売中！

ふるさと爆笑寄席 林家一門会
　落語会のビックネームを襲名し
た、八兵衛でおなじみの林家三平
が南魚沼に登場！
⃝日時　6月26日㈰
　　　　18：00�（開場17：30）
⃝会場　市民会館（大ホール）
⃝料金　全席自由3,500円（当日4,000円）
　※会館、会館プレイガイドにて好評発売中！

リコーダー教室（前期）
⃝日時　5月～ 9月　19：00 ～ 21：00（月3回／木曜）
⃝参加料（前期）　大人7,000円、高校生以下4,000円、
　　　　　　　　　親子8,000円

ジュニアよさこい教室
⃝練習日時　4月～ 12月（毎週水曜）�18：30 ～ 20：00
⃝参加料　年間6,000円　※毎週水曜に変更になりました。

西脇順三郎 詩と絵画展
⃝期間　5月13日㈮～ 6月7日㈫
　「冬には春のちぎりあり」ノーベ
ル文学賞候補にもなった、小千谷が
生んだ偉大な詩人・西脇順三郎は故
郷のことをこう詠いました。池田記
念財団の創設者池田恒雄の生誕100
年を記念し、池田が小千谷市に寄贈
した絵画作品を中心に、直筆色紙など展示します。

【スポーツカード展示室】

時空を超えたプロ野球名選手たちの群像
⃝期間　6月28日㈫まで
　日本プロ野球が誕生して78年目
になろうとしています。その間、華々
しくグラウンドを駆け抜けた選手た
ちの雄姿が走馬灯のように思い出さ
れます。今回特別企画として、歴史
を彩ったプロ野球名選手たちを追い

ます。題して “時空を超えたプロ野球名選手たちの群
像”。往年の選手たちの活躍と記録が、約2,800枚のベー
スボールカードとともに蘇ります。過去に光を当て、
それが未来への糧となれば幸いです。

　ＧＷは5月8日㈰まで無休で開館します。

私の国はどこでしょう展
⃝期間　5月29日㈰まで
　博物館に収蔵されている民族資料と、水木しげる先
生の資料を展示する、博物館最後の企画展。
市民招待企画：�本企画展は市民の皆さまをご招待しま

す。受付で住所をお伝えください。

※�施設の大規模修繕のため5月30日㈪から休館します。
博物館の割引券をお持ちの方は休館前にお使いいた
だくか、有効期限まで鈴木牧之記念館で同条件でお
使いいただけます。ＧＷは、5月8日㈰まで無休で
開館します。ぜひ、お出かけください。

第�1期　柳緑花紅の世界～勝山春山、竹久夢二、伊東
深水、吉田博、アイズピリ、シャガールなど
⃝期間　7月3日㈰まで

� 早春・北の海（1991）

川上哲治「一打一生」

鈴木牧之記念館 開館9：00〜 16：30（入館は16：00まで）
5月の休館日：月曜、火曜
☎・ 782−9860

観覧料：大人500円／小中高250円（市内中学生以下、無料）

南魚沼市民会館 受付8：30〜17：15
5月の休館日：毎週月曜（祝日の場合は翌日）、4・5日は臨時休館
☎773−5500　 772−8161　 0120−150−142

http://www.6bun.jp　 info＠6bun.jp

南魚沼市立今泉博物館 開館9：30〜 17：00（入館は16：30まで）
5月の休館日：月曜・火曜

☎783−4500　 783−4883　 http://www.imahaku.jp
観覧料：大人500円／小中高250円（市内小中学生無料）

トミオカホワイト美術館 開館9：00〜17：00
5月の休館日：毎週水曜日（4日は開館します）

☎775−3646　 http://www.mynet.ne.jp/white
入館料：一般600円／小中高300円

棟方志功アートステーション 開館9：00〜17：00（入館は16：30まで）
5月は無休です

☎772−7171　 http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

池田記念美術館 開館9：00〜 17：00（入館は16：30まで）
5月の休館日：水曜日、12日㈭

☎780−4080　 777−3815　 http://www.ikedaart.jp
入館料：大人500円／高校生以下無料

西脇順三郎
「北海道の旅」
1960年代
（油彩画）
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試合観戦の招待 アルビレックス新潟 対 サンフレッチェ広島
（Jリーグディビジョン1第14節）

第7回さわやかジョギング大会 参加者募集
　さわやかな、新緑
の八色の森公園をご
家族やご友人で疾走
しませんか。
⃝日時　6月5日㈰
　　9：30スタート
⃝会場
　八色の森公園周辺
　（特設コース）
⃝対象　小学生以上で健康な方
⃝部門　小学生（2キロ）・2キロ・5キロ
⃝参加費　小・中学生500円、高校生・一般1,000円
⃝締切り　5月24日㈫
⃝申込み　�社会教育課　生涯スポーツ係（市民会館内）
　　　大和公民館、塩沢公民館、ディスポート南魚沼
⃝問合せ　社会教育課� 生涯スポーツ係　☎773−6630

〈チーランニング体験講習会〉
　さわやかジョギング大会終了後、怪我を未然に防ぎ
効率を重視した走り方の講習会を開催します。
⃝講師　�中島貴裕（体育指導委員・日本で唯一のチー

ランニング認定インストラクター）

六日町地域体育施設の利用団体調整会議
⃝日時　6月1日㈬　18：30 ～
⃝会場　ディスポート南魚沼2階（アリーナ）
⃝期間　8月1日～ 11月30日
⃝問合せ　社会教育課� 生涯スポーツ係　☎773−6630

⃝日時　6月11日㈯　13：00試合開始　　　⃝会場　東北電力ビッグスワンスタジアム
　　　　（チケットはSスタンド2層目自由席、状況により他の座席をご案内する場合があります）
⃝応募条件　南魚沼市在住者
⃝応募方法　�往復ハガキの往信裏面に①6月11日広島②住所③氏名・年齢④電話番号⑤チケットの希望枚数（3

枚まで）⑥後援会資料請求（する・しない）を記載し、返信用表面に返信先（自分）の住所・氏名
を記入して、送付してください。応募は1世帯につき1通限り有効です。応募多数の場合は抽選で
決定します。

⃝締切り　5月27日㈮必着　　　⃝返信　6月上旬、返信用ハガキでお知らせします。
⃝宛て先　〒950−0954
　　　新潟市中央区美咲町2−1−10
　　　アルビレックス新潟後援会
� 「試合観戦ご招待」係
⃝問合せ
　アルビレックス新潟後援会
　☎025−282−0011

募集人数
500人

※クラブの最新情報は
　『アルビレックス新潟�
� 携帯サイト』➡

往復はがき記入例　※はがきは見開きの状態です。

市民セミナー“ホームメードウインナー”参加者募集
一度食べたら忘れない味 “腸詰め” に挑戦しませんか。
⃝日時　①　5月25日㈬　10：00 ～ 12：00
　　　　②　5月25日㈬　19：00 ～ 21：00
　　　　③　5月26日㈭　10：00 ～ 12：00
　　　　（10分前にはお集まりください）
⃝会場　塩沢公民館（調理実習室）
⃝講師　木村多美子さん
⃝内容　腸詰めウインナー
　　　　（1人約600グラム持ち帰り予定）
⃝対象　市内在住または在勤の方
⃝参加費　1,000円（当日集金）
⃝持ち物　エプロン、三角巾、ふきん、台ふきん、
　　　　　容器（持ちかえり用）
⃝定員　①～③、各20人
⃝申込み　中央公民館　☎773−6610

筋力アップマシン講習会
　ディスポート南魚沼の筋力アップマシンは、油圧抵
抗式シンプルなマシンで、簡単に使えます。この機会
にマシンの使い方を覚えてみませんか？
⃝日時　5月15日㈰　12：00 ～ 13：30
⃝定員　10人（要予約）
⃝利用料　300円（定期券利用可）
⃝受講料　スポパラ会員は無料（非会員200円）
⃝持ち物　運動着・室内シューズ・タオル
⃝問合せ　南魚スポーツパラダイス　☎773−6620
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⃝
石
打
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

⃝
大
福
寺
工
業
団
地
多
目
的
広
場

　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド�

⃝
中
之
島
農
村
広
場

　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

大
和
地
域　

⃝
大
和
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

体
育
館
（
バ
ス
ケ
・
バ
レ
ー
1
面
）

　

プ
ー
ル
（
夏
期
の
み
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

　
☎
7
7
3

│

6
6
2
0

　
【
受
付
】
火
〜
土
曜
（
午
前
9
時
〜

午
後
9
時
30
分
）、
日
曜
祝
日
（
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
）、
月
曜
休
館

　

個
人
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
健
康
増
進
、

グ
ル
ー
プ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
用
方
法
や
料
金
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

〜
施
設
名
と
設
備
内
容
〜

六
日
町
地
域

⃝
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

　

�

プ
ー
ル
、
体
育
館
（
バ
レ
ー
・
バ
ス

ケ
2
面
）、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

⃝
二
日
町
体
育
館　

　

体
育
館
（
バ
ス
ケ
、
バ
レ
ー
2
面
）

⃝
五
日
町
雪
国
ス
ポ
ー
ツ
館

　

体
育
館
（
バ
ス
ケ
、
バ
レ
ー
1
面
）

⃝
二
日
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

野
球
2
面（
ナ
イ
タ
ー
は
1
面
の
み
）

⃝
二
日
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

ハ
ー
ド
コ
ー
ト
5
面

⃝
余
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

塩
沢
地
域　

⃝
塩
沢
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

　

体
育
館
（
バ
ス
ケ
・
バ
レ
ー
1
面
）

⃝
塩
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

⃝
塩
沢
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
4
面

康 ひろば健保健課�☎777−3850

係
）
と
自
由
な
話
し
合
い
。
奇
数
月
は
、

自
由
な
話
し
合
い
で
す
。

⃝
そ
の
他

　

こ
の
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
に
、
小
学
校
が
実

施
す
る
親
の
会
や
自
主
的
な
親
の
会
も
あ

り
情
報
も
得
ら
れ
ま
す
。

妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

～
健
や
か
な
妊
娠
と

�

出
産
を
迎
え
る
た
め
に
～

⃝

問
合
せ　
保
健
課　
保
健
班

　
（
母
子
担
当
）�☎
7
7
7

│

3
8
5
0

　

妊
娠
中
の
妊
婦
健
診
は
一
部
を
除
き
公

費
負
担
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市

で
は
、
妊
娠
届
時
に
妊
婦
健
診
受
診
票
を

14
回
分
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

血
液
検
査
・
感
染
症
・
超
音
波
な
ど
こ

れ
ま
で
の
検
査
に
加
え
、
昨
年
10
月
か
ら

は
H
T
L
V

│

1
（
ヒ
ト
白
血
病
ウ
ィ
ル

ス

│

1
型
）、
今
年
度
か
ら
は
新
規
に
血

糖
と
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
も
加
わ
り
、
内
容

も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

　

妊
娠
週
数
に
合
わ
せ
た
い
ろ
い
ろ
な
検

査
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
で

受
診
票
を
有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
期
間
中
を
安
心
し
て
過
ご
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
医
師
や
助
産
師
な
ど
に
、

気
軽
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
困
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
保
健
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
が
い
児
親
の
会

「
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

⃝

問
合
せ　
保
健
課　
保
健
班

　
（
母
子
担
当
）�☎
7
7
7

│

3
8
5
0

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、

障
が
い
の
あ
る
お
子

さ
ん
を
も
つ
保
護
者

を
対
象
に
、
保
健
課

が
実
施
し
て
い
る
親

の
会
で
す
。

　

日
々
の
悩
み
を
話
し
合
い
、
お
子
さ
ん

と
よ
り
楽
し
く
過
ご
せ
る
知
恵
を
出
し
合

う
気
軽
な
会
で
す
。（
対
象
者
は
、
お
お

む
ね
18
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の

方
、
障
が
い
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
）

⃝�

診
断
を
受
け
た
ば
か
り
で
、
対
応
の
方

法
が
分
か
ら
な
い

⃝�

入
園
、
入
学
、
進
級
な
ど
で
、
新
し
い

心
配
事
が
出
て
き
た

⃝�

毎
日
の
悩
み
、
他
の
方
は
ど
う
や
っ
て

い
る
の
？

　

交
流
の
中
で
、
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
同
じ
悩
み
の
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
少
し
だ
け
、
気
持
ち
が
楽
に
な

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
開
催
日　
月
1
回
、金
曜
日
（
不
定
期
）

⃝
会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

⃝�

内
容　
偶
数
月
は
、
育
児
に
役
立
つ
ミ

ニ
講
話
（
保
育
・
福
祉
制
度
・
教
育
関

施
設
の
紹
介

体
育

⃝

小
栗
山
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

　

�

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
8
面
（
ハ
ー
ド
コ
ー

ト
）、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
4
面

⃝
問
合
せ　
現
地
管
理
棟

�

☎
7
7
2

│

7
5
6
7

　

�（
7
・
8
月
の
み
、そ
れ
以
外
は
デ
ィ

ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
）

⃝

大
原
運
動
公
園

　

�

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
砂
入
り
人
工
芝
20

面
）、
野
球
場
1
面
（
ナ
イ
タ
ー
可
）、

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
1
面�

⃝
問
合
せ　
現
地
管
理
棟

�

☎
7
8
3

│

3
5
3
3

　

�（
11
月
中
旬
ま
で
、そ
れ
以
外
は
デ
ィ

ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
））

㈶南魚沼市文化スポーツ振興公社�☎773−6620
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ニュース
プラザな

みみ うおぬま

あれこれ

いろいろお知らせ

　4月8日㈮、新しい五十沢小学校の開校式と入学式
が行われました。新しい五十沢小学校は、旧五十沢小
学校の耐震補強が難しいことや少子化の影響などから
検討が進められてきました。また、中学校と同じ敷地
に建設され、小中連携を進めていきます。開校式では、
新しい校歌を2年生から6年生が大きな声で歌いまし
た。みなさん、しっかり覚えていました。入学式では、
新1年生が一人ひとり名前を呼ばれると、緊張しなが
らも大きな声で返事をし、先生や保護者を笑顔にして
くれました。全校児童203人が新しい学校で、楽しい
学校生活を送ってくれることでしょう。

新生・五十沢小学校の開校式・入学式
児童203人が新しい学校生活をスタート

　高齢者叙勲は国家または公共のために功労のあった
方のうち、88歳になられた方に授与されるものです。
大塚茂さんは、昭和40年5月に六日町議会議員に初当
選して以来、4期16年にわたり、地方自治の推進に寄
与されました。大塚さんは議員をしていた間で、「昭
和44年8月の三国川の水害が一番印象に残っています。
当時、三国川にかかっていた木橋はすべて流され、自
分は災害対策委員として、大変忙しかった。」と話し
てくれました。

高齢者叙勲「旭日単光章」を受章
大塚 さん〔畔地〕元六日町議会議員

　4月16日㈯、魚沼市小出郷文化会館におきまして、
「地域医療魚沼学校」開校式が開催されました。当日は、
雨天にも関わらず魚沼2次医療圏（小千谷市から湯沢
町、十日町市など）の市民、医療関係者ら350人が集
まり、学校の設立目的、基調講演、パネルディスカッ
ションなど熱心な話合いが行われました。
　地域医療魚沼学校は、将来も安心して暮らし続ける
ため、市民と医療関係者などが話し合おうという目的
で設立されました。今後、南魚沼市内でも講演会など
計画していますので、積極的なご参加をお願いします。

地域医療魚沼学校開校！

　ご寄附をいただきました。ご芳志に沿うように大切
に使わせていただきます。

◦舘野智江子さんから福祉関連目的で500万円
◦全国市有物件災害共済会様から50,000円
◦南魚沼精神障害者家族会連絡協議会様から
　853,000円
◦㈲青木建設様・目黒建設様から79,455円
◦（医）萌気会様から1,000,000円
◦（医）萌気会職員一同様から671,603円

ご厚意に感謝します

パネルディスカッションの模様

舘野智江子さん
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市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。
この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。
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日にち 行事名など 時間・会場など

8㈰ 六日町高校（吹奏楽部）
スプリングコンサート

14：00～
（13：30開場）
市民会館（大ホール）

9㈪ 市政懇談会　19：30～�市役所（本庁舎）

10㈫ 市政懇談会
19：30～�五十沢地域開発センター

13㈮ 乳幼児親子おはなしの
会「えほんであそぼ」

10：00～11：30
大和公民館

16㈪ 市政懇談会
19：30～�城内地域開発センター

17㈫ 市政懇談会
19：30～�大巻地域開発センター

21㈯
読書のつどい 14：00～15：30

南魚沼市図書館

「心豊かな子育て教室」
開講式

10：00～11：30
市民会館
（多目的ホール）

24㈫ 市政懇談会
19：30～�辻又地域多目的センター

26㈭
南魚沼市議会
第1回臨時会（予定） 9：30～�本庁舎議場

市政懇談会
19：30～�薮神地域コミュニティセンター

27㈮ 市政懇談会　
19：30～�雪国おくにじまん会館

行政
困りごと
相談日

5月 9日㈪　13：30〜16：00　�働く婦人の家〔浦佐〕
5月25日㈬　14：00〜16：00　本庁舎
6月 3日㈮　13：00〜16：00　塩沢老人福祉センター
【問合せ】　総務課　防災庶務班　☎773−6660

　

4
月
8
日
、
新
し

く
な
っ
た
五
十
沢
小

学
校
の
校
舎
で
開
校

式
と
入
学
式
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
五
十
沢

小
学
校
と
西
五
十
沢
小
学
校
が
合
併
し

た
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
、
新
入
学
生

が
緊
張
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
2
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
ド
キ
ド
キ

し
て
い
る
様
子
で
す
。
い
き
な
り
同
級

生
が
増
え
る
の
は
、
ど
ん
な
感
じ
が
す

る
で
し
ょ
う
か
。

　

新
し
い
校
舎
が
形
だ
け
で
な
く
「
友

達
が
増
え
て
よ
か
っ
た
」
と
子
ど
も
た

ち
の
思
い
出
の
中
に
残
る
と
い
い
で
す

ね
。

【問合せ】　医療対策室　☎773−6706
（ウェブサイト版� 南魚沼市　救急医療 ）

◎休日救急診療所の所在地
　市役所本庁舎となり
　南魚沼市保健センター内
　☎773−6688
　（日曜・祝日のみ）
◎脳神経外科の休日救急医療
　�土曜の12：00〜翌朝6：
00と日曜・祝日の6：00
〜翌朝6：00は、齋藤記
念病院　☎773−5111で診療しています。
★市消防本部のテレホンガイド
　�☎782−1991で、週の当番を確認できます。
（変更する場合があります。確認してからご
利用ください）
� ※携帯サイトの救急医療当番はこちらから⇒

JR六日町駅
東口

市役所
本庁舎

休日救急
診療所

公園

周辺地図

南魚沼
市役所前

六日町

Ⓟ

【問合せ】　子育て支援センター　☎777−3113
⃝時間　9：30〜15：30
「広い所で遊ぼう」開催日午後の「ほのぼの広場」は、
各地区★印の会場で開催します。
★大和会場：大和庁舎　（３Ｆ）
　毎週�月・火・木曜日
⃝5月10日㈫・24日㈫　9：30〜11：30
　「広い所で遊ぼう」　会場：うるおいの里みよう
⃝5月17日㈫　10：30〜
　支援講座　内容：口腔衛生　講師：歯科衛生士
★六日町会場：ふれ愛支援センター　（２Ｆ）
　毎週�月〜土曜日
⃝5月23日㈪　10：30〜
　支援講座　内容：口腔衛生　講師：歯科衛生士
★塩沢会場：塩沢庁舎　（北棟２Ｆ）
　毎週�火・水・金曜日

●5月13日㈮　10：30〜
　支援講座　内容：口腔衛生　講師：歯科衛生士

※どの会場にも参加できます。※申し込みは不要です。
※保険料として1人10円が必要です。

「親子での遊び」「子育ての
仲間同士の情報交換」「育児
相談」などにご利用ください。ほのぼの広場

月の5 カレンダー 救急医療当番
5月3日➡15日

編集後記
秘書広報室より

日にち 診療科 受付時間 医療機関 電話番号

3 ㈫
祝日

内科
外科

9：00〜16：00 休日救急診療所 773－6688
18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

4 ㈬
祝日

内科
外科

9：00〜16：00 休日救急診療所 773－6688
18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772－7111

5 ㈭
祝日

内科
外科

9：00〜16：00 休日救急診療所 773－6688
18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

7 ㈯
内科

13：30〜16：00 河内医院 772－2355
18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772－7111

外科 12：00〜翌朝6：00 六日町病院 772－7111

8 ㈰
内科
外科

9：00〜16：00 休日救急診療所 773－6688
18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772－7111

14 ㈯ 内科
13：30〜16：00 米倉医院 778－1121
18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

外科 12：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111

15 ㈰ 内科
外科

9：00〜16：00 休日救急診療所 773－6688
18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777－2111
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